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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
何
と
い

っ
て
も
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
、
死
者
・
行

方
不
明
者
が
二
万
人
と
い
う
戦
後
最
悪
の
自
然

災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
、
大
津
波
に
よ

る
全
電
源
停
止
か
ら
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
及
び
水

素
爆
発
を
起
こ
し
、
最
悪
の
原
子
力
事
故
と
な

っ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、

こ
の
二
つ
の
災
害
が
言
葉
に
は
表
し
よ
う
の
な

い
衝
撃
的
な
出
来
事
と
し
て
脳
裏
に
焼
き
付
い

て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心

よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
災
害
は
日
本

経
済
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
部
品
・
原

材
料
調
達
ル
ー
ト

の
寸
断
、
計
画
停

電
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
当
時
の
鉱

工
業
生
産
指
数
が

戦
後
最
大
の
下
落

を
示
す
な
ど
、
供

給
力
不
足
に
よ
る

経
済
停
滞
を
招
き

ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
の
電
力
使

用
制
限
令
の
発
動
に
よ
る
工
場
操
業
日
の
変
更

等
各
種
節
電
対
策
の
実
施
な
ど
も
、
企
業
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
経
済
は
震
災
か
ら
の
復
旧
が

進
み
、
先
月
の
九
日
に
公
表
さ
れ
た
二
〇
一
一

年
七
―
九
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
次
速
報
で
は
、

企
業
の
生
産
と
消
費
の
回
復
な
ど
か
ら
、
前
期

比
年
率
で
五
・
六
％
の
増
加
と
、
三
四
半
期
ぶ

り
の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
前
年
同
期
の
水
準
に

届
か
ず
、
年
率
ベ
ー
ス
で
直
近
の
ピ
ー
ク
で
あ

る
、
二
〇
〇
八
年
一
―
三
月
期
の
水
準
に
は
、

金
額
で
二
一
兆
円
、
率
で
四
％
も
低
い
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

さ
ら
に
、
超
円
高
の
継
続
、
欧
州
の
ソ
ブ
リ

ン
問
題
、
タ
イ
の
洪
水
被
害
、
欧
州
経
済
の
低

迷
と
こ
れ
に
伴
う
新
興
国
経
済
の
減
速
等
か
ら

設
備
投
資
や
輸
出
に
下
押
し
圧
力
が
か
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
か
ら

日
本
経
済
の
先
行
き
は
不
透
明
感
を
増
し
て
き

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
主
要
調
査
機
関
の

予
測
を
み
ま
す
と
、
二
〇
一
一
年
度
の
実
質
経

済
成
長
率
は
〇
％
台
の
マ
イ
ナ
ス
と
二
年
ぶ
り

の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
予
測
し
て
お
り
、
ま
た
復

興
需
要
の
本
格
化
が
期
待
さ
れ
る
二
〇
一
二
年

度
も
一
％
台
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳

し
い
見
通
し
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
日
本
経
済
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
の
企
業
経
営
に
関
し
二
点
お
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
一
点
目
は
、
皆
様
が
こ
れ
ま
で
永
年

事
業
を
継
続
し
て
き
た
中
で
培
っ
て
き
た
、
高

水
準
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
、
理
念
、
事

業
観
等
に
、
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
、
さ
ら
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
た
独

自
の
取
組
み
を
考
案
、
工
夫
、
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
経
済
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
新
興
国

と
の
競
争
激
化
な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
お
り
、
国
内
需
要
の
盛
り
上
が
り
に

は
多
く
を
期
待
で
き
ず
、
高
い
成
長
を
遂
げ
て

い
る
新
興
国
な
ど
、
国
外
の
成
長
機
会
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
企
業
に
と
っ
て
の
重
要

な
経
営
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
内
需
型
企
業
を
含
め
、
工
場
の
移
転
、

営
業
拠
点
の
増
設
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
を
中
心
に
積
極
的
に
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
内
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
企
業
の
中
に
は
、
日
本
市
場
の
縮
小
を
踏

ま
え
、
事
業
の
将
来
に
危
機
感
、
悲
壮
感
を
い

た
だ
て
い
る
企
業
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
を
良
く
見
渡
し
て
み

る
と
、
外
資
系
企
業
で
あ
る
も
の
の
、
活
躍
の

場
が
日
本
に
限
ら
れ
、
日
本
企
業
以
上
に
「
内

需
型
企
業
」
と
も
い
え
る
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

の
好
業
績
や
、
人
件
費
が
日
本
の
四
分
の
一
の

中
国
か
ら
パ
ソ
コ
ン
生
産
を
日
本
国
内
に
シ
フ

ト
し
た
、
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
パ
ッ
カ
ー
ド
の

事
例
、
さ
ら
に
は
小
売
り
や
ネ
ッ
ト
関
連
な
ど
、

独
自
の
取
り
組
み
で
、
着
実
に
成
長
を
遂
げ
て

い
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。

「
井
の
中
の
蛙

大
海
を
知
ら
ず
」
と
い
う

故
事
を
よ
く
御
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
言
葉
に
は
続
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、「
さ
れ
ど

天
空
の
高
さ
を
知
る
」
と

い
う
言
葉
で
す
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
し
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
急
激
に
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
「
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、『
井

の
中
の
蛙

大
海
を
知
ら
ず
』
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
年
培
っ
て
き
た
、
独

自
か
つ
高
水
準
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
、

理
念
、
事
業
観
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
厳
し
い
環

境
の
中
で
事
業
を
継
続
し
て
き
た
と
い
う
自
負

な
ど
、
諸
外
国
の
企
業
に
負
け
な
い
「
天
空
の

高
さ
」を
十
分
に
お
持
ち
の
は
ず
で
す
。是
非
と

も
前
向
き
さ
と
自
信
を
持
っ
て
、
諸
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
で
す
。

人
材
育
成
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
す
が
、
昨
今
、�
即
戦
力
�
を
求
め
る
傾
向

が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
ス
ピ
ー

ド
は
経
営
に
と
っ
て
の
最
大
の
付
加
価
値
で
あ

る
」
と
よ
く
い
わ
れ
、�
即
戦
力
�
と
い
う
こ

と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
企
業
の
成
長
を

支
え
る
人
材
は
、
じ
っ
く
り
と
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
育
つ
こ

と
に
対
し
、
時
間
的
に
待
て
る
、
寛
容
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
育
て
ら
れ
る
側
の
社
員
に
と

っ
て
み
る
と
、�
安
心
感
�
に
つ
な
が
る
の
で

す
、
そ
し
て
、
経
営
者
の
皆
さ
ん
が
、
人
が
育

つ
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
寛
容
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
社
員
が
会
社
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し

よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
大
き
な
要
因
と
な
る
の

で
す
。
ど
う
か
、
即
戦
力
人
材
の
確
保
と
と
も

に
、
人
材
を
じ
っ
く
り
、
し
っ
か
り
と
育
て
る

こ
と
に
も
注
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
か
な
る
企
業
で
も
最
高
の
商
品
と
は
、
社

員
の
働
く
姿
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
商

品
は
、
働
く
人
の
思
い
が
形
に
な
っ
た
も
の
、

サ
ー
ビ
ス
は
働
く
人
の
思
い
が
、
行
為
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
一
所
懸
命
に
働
く
人
の
姿
に
人

は
心
を
奪
わ
れ
る
の
で
す
。
是
非
と
も
こ
う
し

た
人
材
を
育
て
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
各
種
情
報

提
供
機
能
の
強
化
」
や
「
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
強
化
」
な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て

推
進
し
、
昨
年
、
経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
と
も
に
、
そ
の
内
容
を

質
量
と
も
大
幅
に
充
実
・
強
化
さ
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
推
進
で
き
ま
し
た
の

も
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
で
ご
ざ

い
ま
す
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
も
こ
の
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、

会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
事
業
の

企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新新春春所所感感
森 谷 文 昭会長代行
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十
二
月
七
日
�
十
四
時
よ
り
正
副
会

長
会
議
を
、引
き
続
き
十
五
時
よ
り
理
事

会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会

に
諮
る
議
事
案
件
等
を
ご
協
議
い
た
だ

き
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を

頂
戴
し
た
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、

冒
頭
、
森
谷
会
長
代
行
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
会
長
代
行
は
、
現
下
の
経
済
情
勢

に
触
れ
た
後
、
二
三
年
の
事
業
活
動
の

推
進
状
況
と
本
会
の
組
織
・
体
制
面
の

強
化
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
議

事
録
署
名
人
に
、
常
任
理
事
の
小
原
歯

車
工
業
�
の
小
原
代
表
取
締
役
、
理
事

の
�
サ
イ
サ
ン
の
川
本
武
彦
代
表
取
締

社
長
を
選
任
。
続
い
て
、
議
事
に
入
り
、

事
務
局
説
明
の
後
に
、
以
下
の
議
案
す

べ
て
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

一
�
平
成
二
三
年
度
主
要
事
業
報
告

二
�
平
成
二
三
年
度
今
後
の
主
要
事
業

予
定

三
�
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い

て

四
�
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任

五
�
新
会
員
の
承
認

六
�
役
員
の
選
任

な
お
、
第
三
号
議
案
「
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
」
の
承
認
に
伴

い
、
四
月
の
理
事
会
、
五
月
の
総
会
に

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
申
請
に
伴
う

議
案
を
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
第
六
号
議
案
で
は
、
吉
野
電

化
工
業
�
代
表
取
締
役
社
長
の
吉
野
寛

治
氏
、
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
�
代
表
取
締
役
社
長
の
椎
名
幹
芳
氏

の
二
名
が
、
新
し
く
副
会
長
に
選
任
さ

れ
た
。（
新
副
会
長
の
略
歴
は
下
記
参
照
）

理
事
会
終
了
後
、
関
東
財
務
局
長

居
戸
利
明
氏
よ
り
「
わ
が
国
の
経
済
・

財
政
・
金
融
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う

演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
、
居
戸
局
長
か

ら
は
、
膨
大
な
資
料
を
ベ
ー
ス
に
、
大

変
分
か
り
や
す
い
講
演
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

（
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
送
付
済
の
講

演
資
料
を
参
照
）

続
い
て
、
会
場
を
移
し
懇
親
会
を
開

催
、
し
ば
し
和
や
か
な
懇
談
の
後
、
散

会
し
た
。

□

吉
野
寛
治
（
よ
し
の
か
ん
じ
）
氏

【
生
年
月
日
】

昭
和
二
五
年

九
月
一
三
日

【
学
歴
】

昭
和
四
八
年
三
月

日
本
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
五
三
年
五
月

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
大
学
政
治
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了

【
職
歴
】

昭
和
五
三
年
六
月

吉
野
電
化
工
業
�
入
社

昭
和
五
四
年
八
月

同
社
取
締
役

昭
和
五
八
年
七
月

同
社
常
務
取
締
役

昭
和
六
二
年
五
月

同
社
専
務
取
締
役

平
成
元
年
四
月

同
社
代
表
取
締
役

�
吉
野
ハ
ー
ド
代
表
取
締
役
会
長

【
公
職
等
】

埼
玉
経
済
同
友
会
常
任
理
事

越
谷
市
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員

（
社
福
）越
谷
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

（
社
福
）埼
玉
県
共
同
募
金
会
越
谷
市
支

会
理
事

�
表
面
技
術
協
会
理
事

埼
玉
県
電
力
協
会
会
長

越
谷
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
会
長

吉吉
野野
、、
椎椎
名名
両両
氏氏
をを
副副
会会
長長
にに
選選
任任
、、

一一
般般
社社
団団
法法
人人
へへ
のの
移移
行行
方方
針針
もも
決決
議議

平
成
二
三
年
度
第
三
回
理
事
会
開
催

新新
副副
会会
長長
のの
紹紹
介介

就
任
挨
拶
を
す
る
椎
名
幹
芳
新
副
会
長

講
演
す
る
関
東
財
務
局
長
居
戸
利
明
氏

懇
親
会
で
開
会
挨
拶
を
す
る
藤
池
誠
治

副
会
長

懇
親
会
で
閉
会
挨
拶
を
す
る
吉
野
寛
治

新
副
会
長

正
副
会
長
会
議

議
長
と
し
て
議
事
を
進
行
す
る
森
谷
文

昭
会
長
代
行

講
演
会

― ２ ―
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□

椎
名
幹
芳
（
し
い
な
も
と
よ
し
）
氏

【
生
年
月
日
】

昭
和
二
四
年

八
月
一
二
日

【
学
歴
】

昭
和
四
八
年
三
月

慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
卒
業

【
職
歴
】

昭
和
四
八
年
四
月

三
井
物
産
�
入
社

平
成
一
一
年
五
月

同
社
繊
維
本
部
繊
維
第

一
部
長

平
成
一
五
年
三
月

イ
タ
リ
ア
三
井
物
産
�

社
長

平
成
一
七
年
十
月

三
井
物
産
�
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
事
業
本
部
副
本
部
長

平
成
一
八
年
四
月

同
社
食
料
・
リ
テ
ー
ル

本
部
副
本
部
長

平
成
一
九
年
三
月

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
�
取
締
役
（
非
常
勤
）

平
成
二
〇
年
三
月

同
社
取
締
役
退
任

平
成
二
〇
年
四
月

同
社
常
務
執
行
役
員
総

務
広
報
環
境
担
当

平
成
二
一
年
三
月

同
社
代
表
取
締
役
社
長

【
公
職
等
】

コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ダ

ク
ツ
�
取
締
役
会
長

コ
カ
・
コ
ー
ラ
カ
ス
タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
�
取
締
役

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
�
取
締
役

コ
カ
・
コ
ー
ラ
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ー
ル
ス
理
事

コ
カ
・
コ
ー
ラ
協
会
会
員
会
社
代
表
者

（
公
財
）コ
カ
・
コ
ー
ラ
教
育
・
環
境
財
団
評

議
員

目

次

頁

�
新
春
所
感

１

�
正
副
会
長
会
議
、理
事
会
開
催
２

�
地
区
協
議
会
開
催

４

�
青
年
経
営
者
部
会
全
国
大
会
開

催
・
広
告

７

�
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

８

�
二
三
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員

会
開
催
、
埼
玉
大
学
・
本
会
合
同

特
別
公
開
講
座
平
成
二
三
年
度
第

三
講

９

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

１０

�
二
三
年
度
第
二
回
企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１１

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
広

場

１２

�「
も
の
つ
く
り
大
学
」へ
よ
う
こ
そ１３

�
企
業
経
営
動
向
調
査

１４

�
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
各
種
セ
ミ

ナ
ー
開
催

１７

�
紙
上
名
刺
交
換
会

１８

�
産
業
教
育
フ
ェ
ア

２０

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
、
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
労
働
法

２１

�
会
員
懇
親
ゴ
ル
フ

２４

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

２５

�
日
本
経
団
連
提
言
等

２６

�
事
業
だ
よ
り
・
広
告

２７

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協２８

理事の辞任・選任について
１．辞任（敬称略・順不同）
役員名 辞 任 会 社 名 役 職 名 事 由

常任理事 入山 明人 埼玉日産自動車� 取締役会長 人事異動
常任理事 秋山秀次郎 サンケン電気� 取締役専務執行役員 人事異動
常任理事 佐久間文彦 日本通運�埼玉支店 支店長 人事異動
常任理事 佐藤 謙一 東日本電信電話�埼玉支店 取締役埼玉支店長 人事異動
理 事 佐々木俊一 岩崎電気�埼玉製作所 取締役埼玉製作所長 人事異動
理 事 西田 三好 王子電機� 代表取締役 会社事由
理 事 松谷 勝 �関電工埼玉支店 執行役員支店長 人事異動
理 事 長谷川恒一 熊谷通運� 取締役会長 人事異動
理 事 都筑 信 埼玉県信用保証協会 会長 人事異動
理 事 山本 一郎 サンウェーブ工業�深谷製作所 製作所長 人事異動
理 事 島村 治作 �島村工業 会長 会社事由
理 事 平野 正春 昭和パックス� 東京工場 執行役員生産本部副本部長 会社事由
理 事 瀬戸口照弘 太平化学製品� 代表取締役社長 人事異動
理 事 朝武 嘉明 �東洋クオリティワン 顧問 人事異動
理 事 小網 忠明 富士倉庫運輸� 代表取締役会長 会社事由
理 事 岡芹 泰治 三国コカ・コーラボトリング� 常務執行役員人事部長 会社事由

２．選任（敬称略・順不同）
役員名 選 任 会 社 名 役 職 名 事 由

常任理事 橋本宏太郎 埼玉日産自動車� 代表取締役会長 人事異動
常任理事 沖野 達夫 サンケン電気� 上級執行役員管理本部副本部長 人事異動
常任理事 和田 有二 日本通運�埼玉支店 支店長 人事異動
常任理事 光山 由一 東日本電信電話�埼玉支店 埼玉支店長 人事異動
理 事 井上 雅伸 岩崎電気�埼玉製作所 取締役埼玉製作所長 人事異動
理 事 吉野日出夫 �関電工埼玉支店 執行役員支店長 人事異動
理 事 江森 武久 熊谷通運� 代表取締役社長 会社事由
理 事 後閑 博 埼玉県信用保証協会 会長 人事異動
理 事 松田 徹 サンウェーブ工業�深谷製作所 製作所長 人事異動
理 事 島村 健 �島村工業 代表取締役社長 会社事由
理 事 門田 豊 太平化学製品� 代表取締役社長 人事異動
理 事 山下 広 �東洋クオリティワン 経理部長 人事異動
理 事 椎名 幹芳 三国コカ・コーラボトリング� 代表取締役社長 会社事由

― ３ ―
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中部地区
協 議 会

障障
害害
者者
雇雇
用用
のの
促促
進進
にに
向向
けけ
てて
・・
特特
別別

支支
援援
学学
校校
のの
就就
職職
支支
援援
のの
現現
状状
をを
知知
るる
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西部地区
協 議 会

最最
先先
端端
のの
基基
礎礎
研研
究究
をを
見見
学学

〜〜
日日
立立
製製
作作
所所
・・
中中
央央
研研
究究
所所

中
部
地
区
協
議
会
が
十
一
月
七
日
�
、

企
業
経
営
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課

題
と
な
り
つ
つ
あ
る
障
害
者
雇
用
を
テ

ー
マ
に
「
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
向
け

て
〜
特
別
支
援
学
校
の
就
職
支
援
の
現

状
を
知
る
」
と
題
し
て
、
埼
玉
県
立
特

別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園
で

会
員
な
ど
三
七
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。会

は
、
さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園
校
長

黒
澤
一
幸
氏
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
そ
の

後
学
校
見
学
を
行
っ
た
。

同
校
に
は
、
以
下
の
四
学
科
八
コ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各
学
科
各
コ

ー
ス
と
も
に
各
生
徒
が
製
作
・
製
造
し

た
製
商
品
は
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で

あ
り
、
ま
た
生
徒
の
生
活
態
度
・
学
習

態
度
も
申
し
分
な
く
参
加
者
か
ら
は
感

嘆
の
声
が
あ
が
っ
た
。

□
生
産
技
術
科
（
農
園
芸
コ
ー
ス
、
フ

ー
ド
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）

□
家
政
技
術
科
（
福
祉
コ
ー
ス
、
服
飾

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）

□
工
業
技
術
科
（
木
工
コ
ー
ス
、
イ
ン

テ
リ
ア
コ
ー
ス
）

□
環
境
・
サ
ー
ビ
ス
科
（
環
境
コ
ー
ス
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
）

見
学
会
終
了
後
、
ま
ず
、
同
校
進
路

指
導
主
事
教
諭
の
太
田
照
雄
氏
か
ら
、

講
演
一
と
し
て
、「
さ
い
た
ま
桜
高
等

学
園
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
た
。

太
田
氏
か
ら
は
、
同
校
各
学
科
の
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
学

校
行
事
・
部
活
動
、
卒
業
生
の
進
路
等
、

そ
の
後
、
就
労
支
援
と
現
場
実
習
に
つ

い
て
具
体
的
な
説
明
が
行
わ
れ
、
最
後

に
参
加
者
に
対
し
実
習
受
入
に
つ
い
て

の
協
力
依
頼
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
講
演
二
と
し
て
、
埼
玉
県

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン

タ
ー
長
の
笹
川
俊
雄
氏
よ
り
、「
障
害

者
雇
用
の
現
状
と
今
後
の
推
進
に
つ
い

て
〜
障
害
者
雇
用
事
例
を
踏
ま
え
て
」

と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
、
�
埼
玉
県
障

害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業

活
動
内
容
、
�
障
害
者
雇
用
の
現
状
と

法
改
正
の
動
向
、
�
企
業
に
お
け
る
障

害
者
雇
用
事
例
、
�
障
害
者
と
と
も
に

働
く
中
で
感
じ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
協
議
会
は
終
了
し
た
。

西
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
押
澤
秀

和
ボ
ッ
シ
ュ
�
専
務
取
締
役
）
が
八
日

�
、
鳩
山
町
の
日
立
製
作
所
・
中
央
研

究
所
で
会
員
三
四
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

会
は
、
ま
ず
押
澤
議
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
日
立
中
央
研
究

所
・
基
礎
研
究
サ
イ
ト
・
サ
イ
ト
長
久

光
徹
氏
か
ら
、「
日
立
製
作
所
・
中
央

研
究
所
の
概
要
並
び
に
主
要
研
究
テ
ー

マ
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
特
に

�
超
電
電
気
顕
微
鏡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

�
先
端
計
測
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

�
細
胞
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
、
�
応
用
脳

科
学
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
研
究
テ

ー
マ
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
、
研
究
室

を
見
学
し
（
研
究
室
の
概
要
は
以
下
の

通
り
）、
そ
の
後
交
流
会
を
開
催
、
会

員
相
互
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

■
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ

懐
中
電
灯
を
手
に
か
ざ
す
と
、
赤
い

光
の
み
が
ぼ
や
け
て
光
る
現
象
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
生
体
内
部
の
組
織
が
、
光

を
散
乱
し
、
赤
い
光
の
み
を
通
過
す
る

特
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
起
こ
る
も
の
。

講
演
す
る
笹
川
俊
雄
氏

講
演
す
る
太
田
照
雄
氏

講
演
す
る
久
光
徹
サ
イ
ト
長

校
内
を
見
学
す
る
参
加
者

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
授
業
風
景
を
見

学
す
る
参
加
者

学
校
関
係
者
と
参
加
者
と
の
名
刺
交
換
会

開
会
挨
拶
を
す
る
押
澤
秀
和
議
長

― ４ ―
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北部地区
協 議 会

��
ジジ
ーー
テテ
クク
トト
のの
工工
場場
見見
学学
とと
ココ
ーー
ポポ

レレ
ーー
トト
ガガ
ババ
ナナ
ンン
スス
活活
動動
にに
つつ
いい
てて
学学
ぶぶ

光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
こ
の
原
理
を
活
用

し
日
立
が
独
自
に
計
測
し
た
計
測
技
術
。

一
般
に
脳
神
経
細
胞
が
働
く
と
、
こ
の

神
経
細
胞
へ
酸
素
や
グ
ル
コ
ー
ス
が
供

給
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
血
液
が
運
搬
す
る
。

頭
皮
の
上
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
を
通
じ
て

照
射
さ
れ
る
近
赤
外
光
（
赤
い
光
）
を

用
い
て
、
大
脳
の
表
面
で
の
血
液
量
変

化
を
複
数
の
場
所
で
計
測
し
、
そ
の
結

果
を
二
次
元
マ
ッ
プ
と
し
て
表
示
す
る
。

こ
の
技
術
を
利
用
し
た
計
測
方
法
の
特

徴
は
、
無
侵
襲
に
計
測
で
き
、
被
検
者

へ
の
拘
束
性
も
低
く
、
繰
返
し
、
ま
た
、

長
時
間
の
計
測
が
可
能
な
こ
と
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
の
薬
事
や
米
国

の
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医
薬
局
）
の
認
証
を

得
て
、
日
本
国
内
外
で
使
用
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
は
、
臨
床
応
用
へ
向
け
て
、

う
つ
症
状
の
鑑
別
診
断
補
助
へ
の
使
用

も
開
始
さ
れ
て
い
る
。

■
再
生
医
療

再
生
医
療
は
、
体
外
で
培
養
し
た
ヒ

ト
由
来
細
胞
な
ど
を
使
用
し
て
、
機
能

不
全
ま
た
は
損
傷
を
起
こ
し
た
各
種
組

織
を
再
生
し
、
患
者
の
機
能
回
復
を
図

る
先
端
医
療
。
対
象
は
、
皮
膚
、
軟
骨
、

角
膜
、
心
臓
疾
患
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

多
く
の
患
者
が
そ
の
実
用
化
を
待
つ
と

と
も
に
、
再
生
医
療
が
新
た
な
医
療
産

業
に
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
再
生
医
療
で
は
、
患
者
自
身
ま
た

は
提
供
者
由
来
の
体
細
胞
を
体
外
で
培

養
し
、
加
工
な
ど
の
細
胞
プ
ロ
セ
シ
ン

グ
工
程
を
経
て
、
医
療
に
利
用
さ
れ
る
。

再
生
医
療
の
産
業
化
に
向
け
て
は
、

均
質
な
細
胞
・
組
織
加
工
品
の
低
コ
ス

ト
生
産
や
安
定
的
供
給
を
可
能
と
す
る

自
動
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
お
よ
び

細
胞
処
理
施
設
や
輸
送
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
日
立
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
幅

広
い
領
域
に
わ
た
っ
て
各
企
業
の
特
長

を
生
か
し
、
医
療
・
バ
イ
オ
関
連
の
技

術
開
発
と
事
業
を
展
開
。
再
生
医
療
分

野
に
お
い
て
は
、
自
動
培
養
シ
ス
テ
ム

と
細
胞
処
理
施
設
に
関
連
す
る
技
術
開

発
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
再
生

医
療
の
普
及
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
構
築

に
貢
献
し
て
い
る
。

■
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
電
子
顕
微
鏡

本
研
究
で
は
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
の
量

子
現
象
を
観
察
す
る
�
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ

ー
電
子
顕
微
鏡
�
を
開
発
。
こ
れ
に
よ

り
、
原
子
分
子
の
情
報
が
決
め
手
に
な

り
つ
つ
あ
る
最
先
端
の
物
質
科
学
、
生

命
科
学
、
環
境
技
術
等
の
進
展
に
貢
献

す
る
だ
け
で
な
く
、
量
子
の
世
界
を
切

り
拓
き
基
礎
科
学
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

原
子
分
解
能
・
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
電

子
顕
微
鏡
は
、
電
子
銃
や
加
速
管
を
格

納
し
た
鏡
体
と
、
高
電
圧
発
生
装
置
、

電
子
銃
制
御
装
置
の
三
つ
を
別
々
の
タ

ン
ク
に
分
離
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
電
圧
安
定
性
を
確
保

し
、
電
界
放
出
電
子
銃
を
安
定
し
て
動

作
さ
せ
る
。

原
子
分
解
能
・
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
電

子
顕
微
鏡
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
実
現
し

た
一
Ｍ
Ｖ
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
電
子
顕
微

鏡
を
ベ
ー
ス
に
し
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ

更
な
る
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

電
子
の
「
波
」
と
し
て
の
性
質
を
利

用
し
て
、
原
子
レ
ベ
ル
で
の
電
場
、
磁

場
の
測
定
、
量
子
力
学
的
現
象
を
三
次

元
で
観
察
、
そ
の
性
能
・
機
能
を
満
た

す
た
め
に
様
々
な
装
置
や
機
能
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
顧
問
）が
十
一
月
十
四
日
�
、

深
谷
市
の
�
ジ
ー
テ
ク
ト
埼
玉
工
場
に

て
開
催
さ
れ
、
三
十
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
根
本
議
長
は
、「
日

本
経
済
の
現
況
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
、
円
高
の
影
響
、
さ
ら
に
タ
イ
の

洪
水
も
発
生
し
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
そ
の
上
、
日
本
の
政

治
は
相
変
わ
ら
ず
不
安
定
。
政
治
・
経

済
が
不
安
定
な
状
況
下
で
も
自
身
の
企

業
を
守
る
、
そ
し
て
伸
ば
す
努
力
は
欠

か
せ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
企
業
が

協
力
し
合
っ
て
、
前
進
し
て
い
く
し
か

な
い
」
と
開
会
挨
拶
さ
れ
、
協
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

引
き
続
き
、
�
ジ
ー
テ
ク
ト
の
山
中

孝
夫
総
務
部
部
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
内
山
雅
保
副
工
場
長
か
ら
会

社
概
要
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

�
ジ
ー
テ
ク
ト
は
平
成
二
三
年
四
月
、

菊
池
プ
レ
ス
工
業
�
と
高
尾
金
属
工
業

�
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
会
社
で
、

国
内
四
工
場
に
加
え
、
海
外
七
ヵ
国
、

再
生
医
療

交
流
会
風
景

光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ

ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
電
子
顕
微
鏡

根
本
清
司
議
長
（
�
リ
ケ
ン
顧
問
）
の

開
会
挨
拶

― ５ ―
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南部地区
協 議 会

シシ
ググ
ママ
光光
機機
��
のの
見見
学学
会会
とと

ササ
イイ
ボボ
クク
ハハ
ムム
でで
のの
食食
事事
会会
開開
催催

十
四
拠
点
十
六
工
場
で
お
客
様
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
部
品
供
給
体

制
を
実
現
し
、「
車
体
骨
格
部
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
世
界
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
る
」。

埼
玉
工
場
は
、
深
谷
市
白
草
台
に
東

京
の
羽
村
工
場
か
ら
移
転
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
平
成
二
一
年

に
操
業
開
始
し
た
。
工
場
見
学
は
二
班

に
分
か
れ
て
、
八
〇
〇
�
か
ら
三
〇
〇

〇
�
ま
で
の
大
型
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
と
、

二
〇
〇
〇
台
以
上
の
自
動
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
ラ
イ
ン
な
ど
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
迫
力
と
先
進
性
に
参
加
者
か

ら
は
感
嘆
の
声
も
あ
が
っ
た
。
埼
玉
工

場
は
、
約
六
万
四
千
�
の
敷
地
で
ワ
ン

ウ
ェ
イ
・
ワ
ン
フ
ロ
ア
―
で
の
物
流
導

線
を
確
保
し
て
お
り
、
安
全
・
環
境
・

品
質
へ
の
配
慮
を
最
優
先
に
し
つ
つ
、

旧
羽
村
工
場
と
の
比
較
で
稼
働
率
、
物

流
効
率
、
要
員
効
率
と
も
に
約
三
〇
％

ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
。

工
場
見
学
後
は
、「
ジ
ー
テ
ク
ト
の

Ｃ
Ｇ
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

活
動
と
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
宮
�
幸
一
常
務
取
締

役
生
産
本
部
長
か
ら
事
例
発
表
を
頂
い

た
。
概
要
は
、
�
ジ
ー
テ
ク
ト
の
Ｃ
Ｇ

活
動
に
つ
い
て
、
�
危
機
対
応
に
つ
い

て
、
�
緊
急
連
絡
／
安
否
確
認
シ
ス
テ

ム
（
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
コ
ー
ル
）
の

導
入
に
つ
い
て
、
�
東
日
本
大
震
災
に

於
け
る
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て
、
	

地
震
／
風
水
害
時
に
於
け
る
設
備
等
復

旧
作
業
時
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
な
ど

の
取
り
組
み
を
詳
細
に
ご
説
明
い
た
だ

き
、
お
わ
り
に
、「
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
の
教
訓
や
Ｃ
Ｇ
活
動
で
の
取
組

を
活
か
し
な
が
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
の
本
格
作
成
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

最
新
鋭
工
場
の
見
学
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
貴
重
な
講
演
を

い
た
だ
き
、意
義
あ
る
協
議
会
と
な
っ
た
。

南
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
小
嶋
隆

善


小
島
鉄
工
所
社
長
）
が
十
一
月
十

七
日
�
、
シ
グ
マ
光
機
株
式
会
社
と
株

式
会
社
埼
玉
種
畜
牧
場
（
サ
イ
ボ
ク
ハ

ム
）
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
三
十
一

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行
し
、
開

会
で
挨
拶
に
立
っ
た
小
嶋
隆
善
議
長
は
、

円
高
等
々
で
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
も
の
つ
く
り
の
基
本

と
も
い
え
る
こ
の
シ
グ
マ
光
機


で
学

ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
の
経
営
、
製
造

等
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
ま
た
、
今
回
は
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
で

の
食
事
会
も
企
画
し
た
の
で
、
大
い
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶
を
結

ば
れ
た
。

次
に
、
田
坂
隆
昌
取
締
役
生
産
本
部

副
本
部
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。
当
社
は
、
光
研
究
、
開
発
用
の

部
品
・
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

Ｆ
Ｐ
Ｄ
・
半
導
体
分
野
向
け
の
「
高
性

能
レ
ー
ザ
ー
加
工
装
置
」
ま
で
、
一
貫

し
た
開
発
・
設
計
・
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
主
な
営
業

内
容
は
、
ベ
ー
ス
、
ホ
ル
ダ
ー
、
ス
テ

ー
ジ
他
の
光
学
基
本
機
器
製
品
約
二
千

種
、
ミ
ラ
ー
、
レ
ン
ズ
、
レ
ー
ザ
ー
結

晶
、
基
盤
他
の
光
学
素
子
・
薄
膜
製
品

約
一
万
種
、
計
測
・
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
他
の
自
動
応
用
製
品
約
二
百
種
、
レ

ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
製
品
等
々
で
、
ま
さ

に
「
光
」
で
解
決
す
る
企
業
と
の
説
明

も
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、清
水
靖
悦
生
産
本
部
本
社
・

日
高
工
場
長
よ
り
、
当
社
の
概
要
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
二
組
に
分
か
れ
、

工
場
見
学
が
行
わ
れ
た
。

主
な
見
学
先
は
、「
シ
ス
テ
ム
製
品

部
門
」「
光
学
素
子
研
磨
製
品
工
場
」「
光

学
素
子
薄
膜
製
品
工
場
」
で
、
部
署
ご

と
に
責
任
担
当
者
を
配
置
い
た
だ
き
、

素
人
に
も
わ
か
り
易
く
、
懇
切
丁
寧
な

説
明
を
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
質
疑
応
答
で
は
基
本
的
な

質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き
、
光
学
の

基
礎
的
な
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、

カ
メ
ラ
の
交
換
レ
ン
ズ
等
を
製
造
し
て

い
る
「
シ
グ
マ
」
と
は
別
会
社
で
あ
る

こ
と
も
再
確
認
し
た
。

最
後
に
、
埼
京
運
輸


の
藤
田
義
治

社
長
よ
り
、
謝
辞
と
閉
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
南
部
地
区
協
議
会
の
見
学
会
は

盛
会
裏
の
内
に
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
食
と
健
康
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
（
埼
玉
種
畜

牧
場
）
に
移
し
、
食
事
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
お
め
で
た
い
受
賞
発
表
の

日
と
重
な
り
、
笹
崎
静
雄
社
長
よ
り
Ｄ

Ｌ
Ｇ
か
ら
の
最
優
秀
ゴ
ー
ル
ド
賞
受
賞

の
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
Ｄ
Ｌ
Ｇ
（
ド
イ
ツ
農
業
協
会
）

の
食
品
品
質
競
技
会
は
、
世
界
最
大
に

し
て
、
最
も
歴
史
と
権
威
の
あ
る
食
品

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
長
年
連
続
し
て
多
数

の
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
こ
と
に
よ
り

今
般
ア
ジ
ア
初
の
最
優
秀
ゴ
ー
ル
ド
賞

を
受
賞
し
た
の
で
あ
る
。

歓
迎
挨
拶
す
る
田
坂
隆
昌
副
本
部
長

概
要
説
明
す
る
清
水
靖
悦
工
場
長

当
日
の
協
議
会
の
様
子

宮
�
幸
一
�
ジ
ー
テ
ク
ト
常
務
取
締
役

生
産
本
部
長
か
ら
事
例
発
表

挨
拶
す
る
小
嶋
隆
善
議
長

― ６ ―
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第
三
十
六
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会

全
国
大
会
が
、
十
月
二
十
七
日
�
・
二

十
八
日
�
の
両
日
、
岐
阜
県
経
営
者
協

会
青
年
経
営
者
部
会
が
主
管
と
な
り
、

岐
阜
都
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
同
大

会
に
は
、
全
国
か
ら
若
手
経
営
者
を
中

心
に
百
五
十
八
名
が
参
加
し
た
。

当
埼
玉
か
ら
は
、
松
本
伸
一
郎
部
会

長
（
松
本
商
会
・
社
長
）
を
は
じ
め
、

梶
原
靖
友
（
梶
原
工
業
・
専
務
）
副
部

会
長
、
並
び
に
、
藤
本
孝
雄
（
フ
ジ
オ

ッ
ク
ス
・
社
長
）
特
別
会
員
と
、
事
務

局
の
計
四
名
が
参
加
し
た
。

第
一
日
目
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

正
副
部
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
岐
阜

青
年
経
営
者
部
会
の
井
上
真
典
氏
（
ラ

ブ
リ
ー
ク
イ
ー
ン
・
社
長
）
が
開
会
の

挨
拶
を
お
こ
な
っ
た
。
続
い
て
、
全
国

十
一
（
愛
知
・
茨
城
・
岐
阜
・
京
都
・

高
知
・
埼
玉
・
堺
・
千
葉
・
奈
良
・
兵

庫
・
石
川
）
の
青
年
部
会
長
か
ら
各
地

の
活
動
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

午
後
三
時
か
ら
全
国
大
会
の
式
典
が

始
ま
り
、
主
催
者
挨
拶
を
井
上
真
典
部

会
長
が
行
い
、
続
い
て
、
岐
阜
県
経
営

者
協
会
小
野
木
孝
二
（
ト
ー
カ
イ
・
社

長
）
副
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
、

岐
阜
県
商
工
労
働
部
次
長
加
藤
健
次
郎

氏
と
岐
阜
市
副
市
長
武
政

功
氏
が
来

賓
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加

青
年
部
会
紹
介
が
あ
り
、
正
副
部
会
長

会
議
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
「
混
迷
日
本
が
ス
ッ
キ
リ
わ

か
る
お
話
」
と
題
し
、
�
大
阪
綜
合
研

究
所
代
表
・
芦
屋
大
学
客
員
教
授
辛
坊

治
郎
氏
が
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

辛
坊
氏
の
話
は
、
出
演
中
の
「
ウ
ェ

ー
ク
ア
ッ
プ
ぷ
ら
す
」
等
の
マ
ス
コ
ミ

を
通
し
て
の
内
容
で
は
な
く
、
オ
フ
レ

コ
が
ら
み
の
生
々
し
い
実
態
で
あ
っ
た
。

橋
下

徹
大
阪
府
知
事
（
現
大
阪
市

長
）
の
人
と
な
り
、
ま
た
、
政
治
・
行

政
能
力
の
凄
さ
、
大
阪
府
、
大
阪
市
の

行
政
の
実
態
、
生
活
保
護
費
の
現
実

等
々
、
ま
っ
た
く
聞
き
及
ん
で
い
な
い

内
容
で
あ
っ
た
。

情
報
を
受
け
る
側
が
、
ど
こ
ま
で
そ

の
情
報
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
考
え
、

わ
か
り
や
す
い
表
現
の
時
、
何
か
そ
こ

に
意
図
が
あ
る
は
ず
と
気
付
く
訓
練
が

必
要
と
説
き
、
講
演
を
結
ば
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

韓
流
ポ
ッ
プ
ス
歌
手
、
木
琴
の
演
奏

等
々
、
賑
や
か
に
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。
最
後
に
、
次
の
開
催
の
高

知
県
が
三
十
余
名
の
規
模
で
気
勢
を
上

げ
た
。
そ
し
て
、
三
十
八
回
は
兵
庫
県
、

そ
し
て
、
三
年
後
の
二
〇
一
四
年
、
三

十
九
回
は
埼
玉
県
、
四
十
回
は
京
都
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
等
が
発
表
さ
れ
、
会

は
中
締
め
と
な
っ
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
岐

阜
カ
ン
ツ
リ
ー
で
の
記
念
ゴ
ル
フ
、長
良

川
お
ん
ぱ
く
特
別
体
感
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
等
、
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
て
、

岐
阜
県
で
の
全
国
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

岐岐
阜阜
でで
全全
国国
大大
会会
開開
催催

青
年
経
営

者

部

会

本
県
か
ら
松
本
部
会
長
ら
四
名
が
参
加

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

報
告
す
る
松
本
伸
一
郎
部
会
長（
右
）

講
演
す
る
辛
坊
治
郎
氏

懇
親
会
で
挨
拶
す
る
岐
阜
青
年
部

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

― ７ ―



講

演

要

旨

平
成
二
三
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
一
一
月
二
五
日
�
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
一
三

〇
名
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

第
六
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
組

織
学
習
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
日

本
の
第
一
人
者
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
教
授
の
清
水

勝
彦
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
戦
略

と
実
行
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

清
水
教
授
は
、
戦
略
を
主
テ
ー
マ
と

す
る
「
戦
略
の
原
点
」、「
経
営
意
思
決

定
の
原
点
」、「
新

し
い
戦
略
は
な
ぜ

い
つ
も
行
き
詰
ま

る
の
か
」、「
戦
略

と
実
行
」
な
ど
、

多
数
の
著
作
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
事

例
が
豊
富
で
、
か

つ
内
容
も
分
か
り

や
す
く
、
そ
の
論

旨
も�
な
る
ほ
ど
�

と
う
な
ず
か
さ
れ

る
著
作
ば
か
り
で

あ
る
。

今
回
は
、
そ
の

清
水
教
授
に
「
戦

略
と
実
行
」
を
テ

ー
マ
で
、
立
派
な

成
長
戦
略
を
描
い

て
も
実
行
で
き
な
い
企
業
の
原
因
と
対

応
策
に
つ
い
て
、
豊
富
な
事
例
に
基
づ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
講
演
要
旨

は
以
下
の
通
り
。（
詳
細
は
送
付
済
の
講

演
資
料
を
参
照
）

ま
ず
、
企
業
が
成
果
を
出
せ
な
い
理

由
と
し
て
は
「
そ
も
そ
も
戦
略
が
分
か

っ
て
い
な
い
」、「
戦
略
が
あ
っ
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
な

い
」
と
い
う
２
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
。ま

ず
、「
そ
も
そ
も
戦
略
が
分
か
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
う
な
る
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
一
点

目
は
、「
戦
略
」
の
生
半
可
な
理
解
と
、

「
顧
客
ニ
ー
ズ
」
そ
し
て
「
競
争
」
と

い
う
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
、
自
社
の
原

点
と
も
い
う
べ
き
、
強
味
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
点
目
は
、
市
場
調
査
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
銀
行

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
新
し
い

経
営
手
法
の
導
入
な
ど
、

「
外
」
ば
か
り
見
て
競
争

優
位
を
探
し
て
お
り
、
自

分
の
こ
と
、
自
社
の
こ
と

を
よ
く
知
ら
ず
、
結
果
と

し
て
「
違
う
」
と
い
う
こ

と
に
自
信
が
持
て
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。次

に
「
戦
略
が
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
な
い
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

戦
略
実
行
の
現
状
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
を
み
る
と
、
自
分
の
属
す
る
組
織

の
目
的
を
明
確
に
回
答
で
き
る
人
は
三

七
％
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に
組
織
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
自
分
の
役
割
が
か

わ
か
っ
て
い
る
人
は
五
人
に
一
人
、
組

織
を
十
分
信
頼
し
て
い
る
人
は
二
〇
％
、

他
部
門
と
協
力
的
な
関
係
を
築
い
て
い

る
人
は
一
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
略
が
実
行
で
き

な
い
理
由
と
し
て
は
、
経
営
者
も
社
員

も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
も
の
の
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
軽
視
さ
れ
て

お
り
、
お
互
い
に
何
を
ど
う
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
が
実
は
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
結
果
、
組
織
力
が
発
揮
で
き

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
そ
も
そ
も
戦
略
が
分
か

っ
て
い
な
い
」、「
戦
略
が
あ
っ
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
な

い
」
と
い
う
現
状
を
打
開
し
、
戦
略
が

実
行
で
き
る
組
織
を
作
る
た
め
に
は
、

�
「
何
が
強
味
か
」「
何
が
楽
し
い
の

か
」「
他
社
と
ど
こ
が
違
う
の
か
」

と
い
う
自
社
の
原
点
に
帰
る
。

�
「
自
社
の
価
値
観
を
共
有
す
る
」
と

い
う
戦
略
経
営
の
原
点
に
帰
る
。

�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
個
人

と
組
織
を
つ
な
ぐ
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、

組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

手
抜
き
を
し
な
い
。

等
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「�
戦
略
と
実
行
�〜
立
派
な
成
長
戦
略
を
描

い
て
も
、実
行
で
き
な
い
企
業
の
原
因
と
対
応

策
」開
催
〜
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
・
清
水
教

授
が
講
演

講
演
す
る
清
水
勝
彦
氏

経
営
層
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
た
め
一
三
〇

名
の
参
加
者
が
あ
っ
た

真
剣
に
講
演
を
聞
く
参
加
者

― ８ ―



埼埼
玉玉
大大
学学
とと
のの
合合
同同
特特
別別
公公
開開
講講
座座

平
成
二
三
年
度
第
三
講
開
催

―
「
日
本
企
業
の
海
外
進
出
成
功
事
例
に
つ
い
て
〜
新
興
国

市
場
攻
略
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
井
原
准
教
授
が
講
演

平
成
二
三
年
度
第
一
回
の
人
事
労
務
委

員
会
は
、
一
一
月
一
八
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
で
、
七
二
名
の
方
々
が

参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
、
円
高
の
進
行
、
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
の
激
化
な
ど
、
厳
し
い
情
勢
が
続

い
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社
の

成
長
・
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
み

を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
厳

し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、
な
お

さ
ら
人
材
育
成
に
向
け
た
諸
制
度
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
三
年
度

の
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、「
先
進

企
業
の
人
事
制
度
、
人
材
育
成
策
等
に
つ

い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
二
つ
の
講
演
を

行
っ
た
。

ま
ず
、
第
一
部
の
講
演
は
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
、
Ｉ
ｎ
ｃ
人
事
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
河

野
聡
氏
よ
り
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス

プ
レ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
体
系
」
と
題

し
て
行
わ
れ
、「
組
織
を
支
え
る
企
業
文

化
と
そ
の
醸
成
」「
企
業
文
化
と
結
び
つ

い
た
人
材
戦
略
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜

八
つ
の
行
動
特
性
」、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
基
づ
く
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
講
演
は
、
�
ネ
ク
ス
ト
経
営

戦
略
本
部
人
事
部
部
長
の
羽
田
幸
広
氏
よ

り
、「
ネ
ク
ス
ト
の
人
事
施
策
」
と
題
し
て

行
わ
れ
、�
日
本
一
働
き
た
い
会
社
�
を

目
指
し
た
、「
採
用
」、「
人
材
育
成
」、「
組

織
活
性
化
」、「
人
事
施
策
立
案
と
浸
透
の

ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

（
詳
細
は
送
付
済
の
講
演
資
料
を
参
照
）

な
お
、
第
二
回
の
人
事
労
務
委
員
会
は
、

以
下
の
概
要
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
多
く

の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
終
了
後
、
昨
年
の
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
埼
玉
県

に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」

の
表
彰
式
兼
懇
親
会
が
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（G

reat
Place

to
W

ork(R)
Institute

Japan

）

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
日

時

一
月
二
三
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

□
会

場

ソ
ニ
ッ
ク
市
民
ホ
ー
ル
四
〇

二

□
テ
ー
マ
「
先
進
企
業
の
組
織
活
性
化
策

等
に
つ
い
て
学
ぶ
」

◆
講
演
一
「
働
き
が
い
の
あ
る
組
織
で
業

績
を
あ
げ
る
」

講
師

�Plan

・D
o

・See

執
行
役
員

三
原
直
氏

◆
講
演
二
「
社
員
が
イ
キ
イ
キ
・
ワ
ク
ワ

ク
と
働
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る

会
社
造
り
と
は
」

講
師

三
幸
グ
ル
ー
プ
人
材
開
発
部
マ

ネ
ジ
ャ
ー

鎌
田
克
也
氏

平
成
二
三
年
十
一
月
十
六
日
�
一
四
時

か
ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
・
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合

同
特
別
公
開
講
座
平
成
二
三
年
度
第
三
講

が
開
催
さ
れ
た
。

第
三
講
は
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
准
教

授
井
原
基
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
日

本
企
業
の
海
外
進
出
成
功
事
例
に
つ
い
て

〜
新
興
国
市
場
攻
略
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
会
員
な
ど
四
五
名

が
参
加
し
た
。

講
演
は
、
�
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
（
タ

イ
）
の
進
出
条
件
と
流
通
・
消
費
、
	
ア

ジ
ア
新
興
国
市
場
開
拓
の
方
法
、


個
別

企
業
の
市
場
開
拓
事
例
を
内
容
と
し
て
行

わ
れ
た
。

ま
ず
、
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
（
タ
イ
）

の
進
出
条
件
と
流
通
・
消
費
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
日
本
企
業
の
ア
ジ

ア
進
出
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
生
産
拠
点
と

し
、
欧
米
・
日
本
に
輸
出
す
る
パ
タ
ー
ン

で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
ア
ジ
ア
各
国

の
経
済
成
長
並
び
に
所
得
増
加
に
伴
い
、

拡
大
す
る
ア
ジ
ア
新
興
市
場
の
「
ボ
リ
ュ

ー
ム
ゾ
ー
ン
」
と
「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
（
ベ
ー
ス
オ

ブ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
�
貧
困
層
）
市
場
」
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
し
現
地
市
場
の
開
拓
が
主
目
的

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
。
ま
た
進
出
企
業

に
占
め
る
中
小
企
業
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
中
国
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
各
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現

状
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
、「
ア
ジ
ア
新
興
市
場
開
拓
の

方
法
」
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
各
国
の
消
費

構
造
の
特
徴
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
の
購
買
の
ポ
イ

ン
ト
、
複
雑
な
流
通
構
造
等
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

ア
ジ
ア
市
場
開
拓
の
方
向
性
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

�
機
能
を
絞
り
、
価
格
を
下
げ
る
必
要
が

あ
る
が
、
単
に
「
日
本
で
陳
腐
化
し
た

商
品
を
値
段
を
下
げ
て
売
る
」
の
で
は

成
功
し
な
い
。
成
功
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
汎
用
品
市
場
で
の
競
争
に
生

き
残
る
、
機
能
を
ア
ジ
ア
の
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
適
合
さ
せ
た
高
付
加
価
値
路

線
の
追
求
が
不
可
欠
で
あ
る
。

	
販
売
す
る
製
品
の
ア
ジ
ア
で
の
受
入
性

や
地
域
性
を
考
慮
し
た
販
売
チ
ャ
ネ
ル

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
資
生
堂
、
花
王
、
ホ
ン
ダ
の

ア
ジ
ア
新
興
市
場
開
拓
事
例
の
報
告
が
行

わ
れ
。
講
演
は
終
了
し
た
。

「
先
進
企
業
の
人
事
制
度
、

人
材
育
成
策
等
に
つ
い
て
学
ぶ
」

平
成
二
三
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会
開
催

講
演
会
全
景

講
演
す
る
河
野
聡
氏

講
演
す
る
羽
田
幸
広
氏

講
演
す
る
井
原
基
氏

― ９ ―
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
・
協
働
を
目
指

し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
十
一
月
二
九
日
�
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
号
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
本
会
会
員
な
ど
四
七
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

本
会
が
埼
玉
県
県
民
生
活
部
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
推
進
課
と
共
同
し
て
実
施
し
た
「
県

内
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
及
び
協
働
調

査
」
に
よ
る
と
、
回
答
企
業
の
約
七
割
の

企
業
が
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
回
答
し
、
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
五
割
の
企
業
が
前
向
き
な

回
答
し
て
い
た
。（
本
調
査
の
詳
細
は
埼

経
協
ニ
ュ
ー
ス
一
〇
・
十
一
月
号
参
照
）

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

企
業
の
連
携
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と

を
狙
い
に
、
本
会
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
資

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
の
事
業
展
開

へ
も
貢
献
す
る
可
能
性
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
八

社
が
登
場
、
自
社
の
取
組
み
等
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
企
業
の
担
当
者
が
名
刺
交
換
等
を
行

い
、
連
携
・
協
働
に
向
け
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

当
日
、
登
場
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
並
び
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
以
下
の
通
り
。

�
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・「
企
業

の
強
味
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
活
か
し
た

Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
展
開
」

�
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
子
育
て
環
境
支
援
セ
ン
タ

ー
・「
自
然
あ
そ
び
＆
自
然
環
境
教
育

を
通
し
た
子
育
て
支
援
・
人
材
育
成
」

�
日
本
ヨ
ー
ガ
療
法
士
協
会
・「
ヨ
ー
ガ

療
法
で
健
康
増
進
」

�
ケ
ア
・
ハ
ン
ズ
・「
高
齢
者
顧
客
の
真

の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
企
業
戦
略
の
お
手

伝
い
」

�
あ
い
ア
イ
・「
年
齢
・
性
別
・
国
籍
そ

し
て
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
芸
術
等
の

創
造
的
な
活
動
を
支
援
し
、
障
害
者
の

自
立
の
一
助
と
し
ま
す
」

�
演
劇
普
及
ク
ラ
ブ
・
ス
タ
ー
ト
ボ
ッ
ク

ス
・「
楽
し
い
！
感
動
す
る
！
た
め
に

な
る
！
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
創

っ
て
お
届
け
」

	
と
き
が
わ
山
里
文
化
研
究
所
・「
豊
か

な
源
流
の
森
づ
く
り
」



森
・「
森
林
の
保
全
整
備
活
動
に
よ
り

地
球
温
暖
化
防
止
」

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
しししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
のののののののののののののののののののの
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
をををををををををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
しししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
地
域
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
、
共
に
支
え
合
う
社
会
を
つ
く
る
。

こ
う
し
た
「
新
し
い
公
共
の
主
要
な
担
い

手
と
な
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
が
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
県
で
は
「
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基

金
」
を
活
用
し
た
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

◆
ネ
ー
ミ
ン
グ
事
業

そ
の
一
つ
が
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
事
業
」
で

す
。
こ
れ
は
、
５０
万
円
以
上
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
寄
附
者
様
に
、
助
成
を
行
う
分
野

と
事
業
名
を
お
決
め
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
�
埼
玉

支
社

地
産
地
消
・
食
育
応
援
事
業
」
等

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
事
業
に
よ
り
助
成
を
行
い

ま
し
た
。
同
事
業
に
よ
る
助
成
金
は
、
地

産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
用
し
た
ジ
ャ
ム

に
よ
る
障
害
者
の
就
労
支
援
等
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

本本
会会
初初
めめ
てて
のの
取取
組組
みみ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

プレゼンテーションをするＮＰＯ

さいたまNPOセンター

NAFA子育て環境支援センター

日本ヨーガ療法士協会

ケア・ハンズ

あいアイ

演劇普及クラブ・スタートボックス

ときがわ山里文化研究所

森

開
会
挨
拶
を
す
る
埼
玉
県
県
民
生
活
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
課
長

沓
澤
俊
夫

氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
責
任
者
と
企
業
側
参
加
者
と
の

名
刺
交
換

― １０ ―



「
企
業
の
国
際
化
を
支
援
す
る
機
関
の

支
援
内
容
と
そ
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
」

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
第
二
弾
開
催

法
人
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

助
成
を
受
け
た
活
動
の
よ
う
に
、
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
る
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
は
、

１０
月
末
現
在
で
１
、５
９
１
団
体
で
す
。

そ
れ
ら
の
団
体
へ
の
支
援
の
輪
を
広
め
る

た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
あ
う
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
と
に
つ
い
て
、
県
民

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
１１
月
を
広
報
強
化
月
間
と
し

て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
地
域
を
、
ぐ
っ
と
、

グ
ッ
ド
に
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

鉄
道
や
新
聞
で
の
広
告
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で

な
ど
に
よ
る
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
に
は
、
実
際
に
県

内
で
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
環
境
保
全
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、メ
イ
あ
さ
か
セ
ン
タ
ー
・

さ
い
た
ま
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
川
口
市
民
環

境
会
議
・
と
き
が
わ
山
里
文
化
研
究
所
・

子
ど
も
大
学
か
わ
ご
え
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

団
体
名
と
、
活
動
に
関
す
る
簡
単
な
一

言
を
添
え
て
、
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
笑
顔
で
、
前
向
き
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ご
覧
に

な
っ
た
方
々
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
き
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

一
方
企
業
の
方
々
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金

へ
の
寄
附
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会

貢
献
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解
、
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
単
に

社
会
的
責
任
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
経
営

強
化
に
も
つ
な
が
る
社
会
貢
献
と
い
う
視

点
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
新
し

い
企
業
価
値
の
創
出
」
と
題
し
て
、
平
成

２４
年
２
月
２３
日
�
午
後
６
時
３０
分
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
、
渋
澤
健
氏
（
シ
ブ
サ
ワ
・
ア

ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締

役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
鵜
尾
雅
隆
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
常
務

理
事
）
で
す
。

詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
バ
ト
ン
び
ん
」

で
検
索
し
、「
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

〈
問
合
せ
〉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
２
８
２
８
）

一
二
月
六
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
援
セ

ミ
ナ
ー
が
三
四
名
の
方
々
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
九
月
二
七
日
に
開
催

さ
れ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
推
進
に
向
け
て
」
に
続
く
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
支
援
セ
ミ
ナ
ー
第
二
弾
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
講
演
一
と
し
て
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
国
際
化
セ
ン
タ
ー
海
外
展
開

支
援
課
主
任
宮
下
朋
之
氏
よ
り
「
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
国
際
化
セ
ン
タ
ー
の
国

際
化
支
援
事
業
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行

わ
れ
、「
国
際
化
支
援
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
」、

「
海
外
展
示
会
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
」、

「
中
小
企
業
海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
事
業
」、

「
国
際
化
支
援
レ
ポ
ー
ト
」、「
中
小
企
業

海
外
事
業
活
動
実
態
調
査
」
等
の
各
支
援

事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
総
括
審

議
役
入
野
泰
一
氏
よ
り
、「
ジ
ェ
ト
ロ
の

中
小
企
業
海
外
支
援
に
つ
い
て
」
講
演
が

行
わ
れ
、「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
提
供
」、

貿
易
投
資
相
談
、
輸
出
支
援
相
談
サ
ー
ビ

ス
、
輸
出
有
望
案
件
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の「
個
別
支
援
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」、「
海

外
展
示
会
・
商
談
会
ア
レ
ン
ジ
」、「
海
外

ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
」
等
の
各
支
援
事
業
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
講
演
三
と
し
て
、
�

金
子
製
作
所
取
締
役
総
務
部
長
秋
山
朋
子

氏
よ
り
、「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
支
援
を
受
け

て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
ま
ず
、
当
社
の
経
営
理
念
、
社

是
、
当
社
保
有
の
認
証
資
格
等
の
説
明
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
国
内
市
場
の
閉
塞
感
、
価
格
競
争
の

激
化
等
、
海
外
展
開
を
決
断
し
た
背
景
、

そ
の
後
の
海
外
展
示
会
へ
の
出
展
、
そ
し

て
海
外
へ
の
取
組
み
等
、
当
社
の
将
来
に

向
け
た
事
業
展
開
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
秋
山
氏
は
「
腹
を
く
く
る
、

覚
悟
を
決
め
る
」、「
強
い
気
持
ち
」、「
前

へ
前
へ
」、「
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
」
と
い
う
四
点
を
海
外
事
業
展
開
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
最
後
に
中
小

企
業
憲
章
を
引
用
さ
れ
、
中
小
企
業
の
重

要
性
に
言
及
さ
れ
、
講
演
を
終
了
し
た
。

経
験
に
基
づ
く
お
話
は
大
変
参
考
に
な

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
海
外
展
開
を
考

え
る
企
業
を
大
い
に
勇
気
づ
け
る
講
演
で

あ
っ
た
。

な
お
、
各
講
演
の
詳
細
は
送
付
済
講
演

資
料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

講
演
会
風
景

講
演
す
る
宮
下
朋
之
氏

講
演
す
る
入
野
泰
一
氏

講
演
す
る
秋
山
朋
子
氏

広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
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工学的な展開を考えるに
あたり、まだまだ現在の
工業製品において振動の
活躍の場があるのではな
いかと考えております。
振動に関連した問題があ
りましたら、一度お話を
聞かせて頂く機会がある
と良いと考えます。

学歴・略歴
長嶺 拓夫
（ながみね たくお）
１９８７年埼玉大学工学部機
械工学科卒業。１９８９年埼
玉大学大学院修士課程終
了。１９８９年日本鋼管株式
会社、１９９５年川越自動車
学校、２０００年埼玉大学工
学部機械工学科助手、２０
０５年博士（工学）、２００６
年講師、２０１０年埼玉大学
大学院理工学研究科准教
授、現在に至る。現在の
専門は機械力学、自励振
動や自励音の発生メカニ
ズムの解明及び防止方法
を研究している。

企業でご活躍の皆様におきまし

ては、アウトソーシングで業務の効率化を行って

いらっしゃることと思います。何を外部に委託す

るかによるとは思いますが、ここでは設計につい

て考えてみたいと思います。社内において基本設

計を行い、詳細設計を中小の設計会社に委託する

ことがあると思います。これにより、設計費を下

げることができます。このとき、設計作業をする

上での経験を若い社員は積むことがなかなか難し

いと思います。古株の社員であれば自分で詳細設

計をした時期があれば、いまさらそのような経験

をする必要はないのですが、若手の育成という面

では考える必要があるのではないでしょうか。

温故知新とは、古典など昔のことを良く調べて

よく研究し、そこから新しい知識や見解を得るこ

ととあります。大学において、知的な生産を行う

場合も古い研究資料などを良く整理しておくこと

が一つの重要な技術であります。さて、研究にお

いても流行があるようです。近年の大学において

は、研究費を獲得することが一つの大きな仕事と

なっています。このとき、流行に関連した研究テ

ーマは多くの募集があります。しかし、あまり新

しい展開がない分野は絶滅危惧種になりかねませ

ん。前置きが長くなりましたが、私の研究分野は

機械力学で主に振動を対象としております。ニュ

ートンの第二法則をもとに機械の振動や動きを解

析しています。ところで、機械の振動は一見単純

なように思えますが、発生メカニズムは多彩であ

り、設計時には想像もしていないような原因で起

こることがあります。このような原因を見つける

技術は、伝統工芸のような面があり、人から人へ

伝わっていくものと考えております。このような

技術もしくは学問をどのように継承してゆくかが

大きな問題と捉えております。この問題の解決の

ためにも企業のアウトソーシングとどのように向

き合うか産学連携の課題と考えております。

現象のメカニズムに基づ

いた振動抑制法と振動利

用法の提案

学歴・略歴

森 博輝

（もり ひろき）

２００６年 九州大学大学院

工学府知能機械システ

ム専攻博士後期課程修

了 博士（工学）

２００５年～２００７年 日本学

術振興会特別研究員

２００７年 埼玉大学大学院

理工学研究科 助教

現在に至る

機械システムの例として自動車
がよく挙げられるが、自動車に限らず身の周りの
機械や産業機械には「動く」部分がある。また、
風にさらされる細い構造物などのように、それ自
体は止まる目的で設計されていても「動く」流れ
の中で振動してしまう物もある。私の研究分野は
機械振動学であり、主にこのようなシステムに発
生する振動現象のメカニズムを対象としている。
中でも興味をもっているのは「自励振動」と呼ば
れるもので、感覚的には「振動しそうにないシステ
ムに発生してしまう振動の一種」と言えると思う。

振動は機械にとって有害にも有益にもなりうる。
たとえば自動車のパワーウィンドウを閉じる際に、
ガラスがゴム枠と擦れて不快な音を発生しながら
振動することがある。これは摩擦による自励振動
の一種であり、有害と言えるだろう。一方で、産
業機械の中には振動ふるいや振動搬送機など、振
動を有益に利用した機械がある。しかし、このよ
うな振動利用機械にも、本来設計された振動以外
に予期していなかった低周波振動が起きることが
ある。この低周波振動は機械の正常な運転の妨げ
となり産業的に問題となるほか、一見して原因が
不明な点は工学的・学術的にも興味深い問題であ
り、現在メカニズムの解明に取り組んでいる。

不都合な振動現象に遭遇した場合、メカニズム
はさて置いてとりあえずダンパーやおもりを取り
付けて振動を抑える方法もある。しかし、それに
よって効率が落ちる場合やダンパー等の設計方法
が不明な場合も多いだろう。一方で、多くの場合
で手間はかかるが、できるだけシンプルなモデル
を用いて研究を行い振動のメカニズムを明らかに
できれば、不都合な振動成分を効率よく抑制して
高効率の機械システムを設計できる可能性がある。

幸いなことに、私は大学で研究できる環境に恵
まれており、振動抑制や振動利用への応用に向け
ていろいろな振動現象のメカニズム解明に取り組
んでいる。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

効率化と温故知新
埼玉大学大学院理工学研究科 長 嶺 拓 夫 准教授

メカニズムに立脚した振動抑制と振動利用
埼玉大学大学院理工学研究科 森 博 輝 助教
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研究の対象は大きく分けて次の５つに集約されます。ユニバ
ーサルデザインが共通の研究キーワードです。一番目に「もの」
のデザインに関するもので「ユーザにとって使いやすいデザイ
ンとは何か」という視点からユーザの立場でものづくりを考え、
試作を行い、新しい設計評価方法の確立に取り組んでいます。
現在までに、テープカッタ、カッタホルダ、筆記補助具などの
文房具を題材として、使いやすいデザインについて検討し試作
および評価を行いました。二番目は「人工筋肉」に関する研究
です。金属型形状記憶合金を対象として低電圧で柔軟に伸縮す
る点が主な特徴です。従来のモータとは異なり、人間のように
柔らかい動きを実現する装置の実用化を目的としています。力
学特性の推定を行い、現在はロボットハンドや玩具への適用に
取り組んでいます。三番目に「音・振動」についてです。撹拌
機における危険速度予測ソフト（委託研究）を製作しました。
回転翼、軸形状などの諸寸法から危険速度を算出するものです。
また、高次スペクトルを用いて非線形データなどのくせのある

波形を把握する手法の応用的な研究に取り組んでいます。自動
車の乗り心地、音質解析（サウンドデザイン）など波形を対象
とした様々な問題に新しい視点から考察が行えるものです。四
番目に「折り紙工学」と呼ばれる分野です。折り紙などの機構・
形状変更に着目した研究に取り組んでいます。今までに折り畳
み傘、玩具の変形機構の提案などを行いました。後者の新しい
機構については、２０１１年度日本 IFToMM 会議シンポジウムに
ついて大学院生の谷口守孝君（修士１年）が報告を行い、Best-
PaperAward を授賞しました。

最後に、地域連携として、埼玉県警との共同プロジェクト「振
り込め詐欺被害対策ソフト」の製作を行いました。県老人クラ
ブや各警察署などで広く利用いただいています。また、岩槻商
業高校と「ひな人形共同製作プロジェクト」も毎年夏に実施し
ています。埼玉産業界との実りあるコラボレーションを希望し
ています。お気軽にお声かけていただければ幸いです。今後と
もよろしくお願い致します。

ものつくり大学は十周年を迎えた。非・工学系出自の教員と
して、開学時から教育に携わってきた私にとって、この十年は
まさに自転車操業と呼ぶに相応しい日々だった。中でも最大の
壁となり、また現在の中心的課題となっているのは、初年次教
育と呼ばれる領域である。

この「初年次教育」なる用語、おそらくは初めて目にする読
者がほとんどあろう。じつは今世紀になってから日本の大学教
育へ紹介され、ここ数年で瞬く間に浸透し、現在の大学教育を
理解する上で不可欠な概念である。その大要は「ものつくり大
学紀要」創刊号へ寄せた拙稿に譲り、ここでは私自身の「自転
車操業」ぶりを紹介しておきたい。

選り好みさえしなければ、誰しも大学への入学が可能となる
「大学全入」時代の影響は、間違いなく本学にも押し寄せた。
あるいは、その影響を最前線で被り続けている、といえるかも
しれない。しかし私の現場は、そのような愚痴をこぼす暇を与
えてはくれなかった。私にとって「眼前の事実」は、予習・復

習なぞしたことないのがほとんどであり、甚だしきはノートの
取り方すら知らない、そんな学生たちがひしめきあう「現場」
であった。

おそらく、開学当初のままの私であれば、「近頃の若い者は」
云々で済ませていたことだろう。しかし、ゼミで学生たちと差
し向かいでおしゃべりを積み重ねることで、眼前の学生たちが
学び方を学んでこなかったこと、学ぶことの快楽を知らぬまま
に初等中等教育をやり過ごしてきたこと、等々に気付くことが
できた。いずれにせよ私の現場は、私が既に知っていることだ
けだと、とても乗り越えられない状況にあるらしいことだけは、
きわめてはっきりしたのだった。

自分たちの当たり前について、その前提を問い直す。それを
大学という社会の全体を見通しつつ展望するのが、「初年次教
育」なる概念である。単に専門課程への導入教育に留まらない
可能性が、そこにはある。その可能性を育てるのが、今後の私
の課題である。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

「ユーザ指向のものづくり」に取り組む
製造学科 松 本 宏 行 准教授

松本宏行（まつもと ひろゆき）准教授 博士（工学） 工学院大学大学院工学研究科博士後期課程機械工学専攻修了 東京農
工大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ特別研究員。２００１年４月からものつくり大学専任講師、現在准教授。（連絡先：０４８‐５６４
‐３８３８／matsu@iot.ac.jp）

大人の学びは刺激的だ
建設技能工芸学科 土 居 浩 准教授

土居 浩（どい ひろし）准教授 博士（学術・総合研究大学院大学） ２００１年４月、ものつくり大学開学とともに着任。論文
に「初年次教育の動向」『ものつくり大学紀要』創刊号 http : //www.iot.ac.jp/cgi-bin/research/activity/bulletin/detail.cgi?pid=13など。
（連絡先：０４８‐５６４‐３８２４／doi@iot.ac.jp）
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�調査対象 ……………………………６８５社

有効回答数 ………………………２１８社

回収率……………………………３３．３％

�業種内訳 �内製造業 ……………１１４社

�内非製造業 …………１０４社

�資本金別（未記入２社）
�５０００万円以下………………………８７社
�５０００万円超～１億円以下…………５６社
�１億円超～３億円以下……………２４社
�３億円超……………………………４９社

企業経営動向調査（１１年１０月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近自社の業況については、製造業は
僅かに悪化しDI はマイナスに転じた。
非製造業は僅かに改善するもDI は依
然マイナス。

�先行きの自社の業況については、非製
造業は２ポイントの悪化にとどまった
のに対し、製造業は１７ポイント悪化し
DI はマイナスに転じた。

�最近、先行きともに、製造業の厳しさ
がうかがわれる。

１１年１０月調査

－６

－３

－１０

－１１

－１５

－６

１１年７月調査

－５

＋１

－１２

－１

＋２

－４

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�業界の景気は、製造業が２４ポイントと
大幅に悪化したのに対し、非製造業は
横バイにとどまっている。

�先行きは、製造業２９ポイント、非製造
業２４ポイントの大幅な悪化となり、先
行きに厳しい見通しを持っていること
がわかる。

１１年１０月調査

－３３

－３２

－３５

－３２

－２８

－３７

１１年７月調査

－２２

－８

－３５

－６

＋１

－１３

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�国内景気の最近のDI は、１１年７月調
査が大幅に改善したのに対し、製造業
１１ポイント、非製造業３ポイントとい
ずれも悪化に転じた。

�先行きは、製造業で２０ポイント、非製
造業で１０ポイントの悪化となり、先行
きはさらに厳しさを増すとの見通しと
なっている。

１１年１０月調査

－３２

－２７

－３８

－３２

－３３

－３０

１１年７月調査

－２６

－１６

－３５

－１７

－１３

－２０

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断
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�－１．経営動向（売上高）

�最近の設備DI は製造業で１１ポイント
悪化したのに対し、非製造業は僅かに
改善。設備過剰感はほぼ解消されてい
る。

�先行きのDI は最近比で、製造業、非
製造業ともに横バイで推移するとみて
おり、６カ月先でも、設備過剰感はあ
まり出てこないとの見通しとなってい
る。但し、製造業では前回調査比で、
DI が９ポイント悪化し、先行きの見
通しに厳しさが出てきている。

１１年１０月調査

＋１

＋４

－１

＋２

＋４

＋１

１１年７月調査

－３

－７

＋１

－３

－５

０

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準は、製造業で６ポイン
ト悪化するものの、非製造業では逆に
７ポイント改善している。

�先行きのDI は、最近比で製造業、非
製造業ともに改善、非製造業ではマイ
ナス２と在庫の過大傾向はほぼ解消す
るとみている。

１１年１０月調査

＋９

＋１６

＋１

＋４

＋９

－２

１１年７月調査

＋９

＋１０

＋８

＋６

＋７

＋４

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１１／７－９月期は、製造業、非製造業ともに
前期比大幅に改善した。特に非製造業では、
前回見通しを１９ポイント上回っている。

�１１／１０－１２月期のDI はプラスを維持するも
のの、１１／７－９月期並びに前回予測比で悪
化する傾向がみられる。

�１２／１－３月期は、大幅に悪化し、製造業、
非製造業ともにDI はマイナスに転じる見通
しとなっている。

見 通 し

１２／１－３

－６

－４

－８

１１／１０－１２

（＋２６）
＋１８

（＋２７）
＋１３

（＋２６）
＋２２

実 績

１１／７－９

（＋１６）
＋２５

（＋２７）
＋２１

（＋１１）
＋３０

１１／４－６

０

－４

＋４

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�．その他

�１１／７－９月期は、製造業、非製造業ともに
前期比大幅に改善、DI はプラスに転じた。

�１１／１０－１２月期は、製造業で３ポイント悪化
するのに対し、非製造業では６ポイント改善
している。この傾向は前回予測比でも同様で
あり、当該期間の非製造業の収益は堅調に推
移するものと見込まれる。

�１２／１－３月期は製造業、非製造業ともに大幅
な悪化を予測しており、DIは製造業、非製造業
ともにマイナスに転じる見通しとなっている。

（注）１１／７－９月期、１０－１２月期の上段の（ ）内の数値は１１年７月調査時の見通し

見 通 し

１２／１－３

－８

－４

－１３

１１／１０－１２

（＋１８）
＋１５

（＋１８）
＋１０

（＋１７）
＋２０

実 績

１１／７－９

（＋５）
＋１３

（＋１３）
＋１３

（－２）
＋１４

１１／４－６

－８

－５

－１１

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�最近の雇用DI は製造業、非製造業と
もに改善。特に非製造業では不足に転
じている。

�先行きも、最近比で、製造業、非製造
業ともにほぼ横バイで推移。但し、前
回調査比で製造業が１３ポイント悪化し
ているのに対し、非製造業は８ポイン
ト改善しており、特に製造業の先行き
の見通しに厳しさが出てきている。

１１年１０月調査

－１

＋７

－９

－１

＋９

－１１

１１年７月調査

＋５

＋１０

＋１

－４

－４

－４

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の資金繰りDI は、前回調査比で
は、製造業のDI が３ポイント悪化し、
マイナスに転じたものの、非製造業は
５ポイント改善しており、全社ベース
ではプラス４と前回調査比横バイで推
移している。

�先行きも、最近比、前回調査比ともに
著変は見られず、企業の資金繰りの繁
忙感はあまりみられない。

１１年１０月調査

＋４

－２

＋１１

＋１

－３

＋６

１１年７月調査

＋４

＋１

＋６

＋１

０

＋１

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の販売価格DI は、前回調査比ほ
ぼ横バイで推移するものの、依然とし
て価格下落傾向にあることがわかる。

�先行きのDI は、最近比並びに前回調
査比ともに悪化し、販売価格の下落傾
向は更に高まるとの見通しとなってい
る。

１１年１０月調査

－１３

－１５

－１０

－２１

－２２

－２１

１１年７月調査

－１２

－１１

－１３

－１５

－１２

－１９

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、前回調査比で
製造業、非製造業ともに１０ポイント前
後改善したものの、引き続き仕入価格
の上昇傾向が続いていることがわかる。

�先行きのDI は、前回調査比では製造
業で、１９ポイント、非製造業でも１４ポ
イント改善しているものの、DI の水
準は最近比とほぼ横バイで推移すると
みており、６カ月先まで仕入価格の上
昇傾向に変化はみられない。

１１年１０月調査

＋１８

＋２６

＋８

＋１４

＋２０

＋６

１１年７月調査

＋２７

＋３８

＋１６

＋３０

＋３９

＋２０

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
概
要

お
よ
び
主
な
内
容

「
要
員
・
総
額
人
件
費
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
日
�
十
月
二
十
日
�
・
終
日

会

場
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
一

講

師
�
�
河
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表

河
合
克
彦
氏

参
加
者
�
一
四
名

主
な
内
容
�

一
�
総
額
人
件
費
に
つ
い
て
整
理
す
る

二
�
活
動
ベ
ー
ス
の
付
加
価
値
と
は

三
�
総
額
人
件
費
を
ど
の
よ
う
に
決
め

る
か

四
�
総
額
人
件
費
の
配
分
は
こ
う
す
る

と
良
い

五
�
付
加
価
値
経
営
計
画
の
立
て
方

六
�
要
員
管
理
の
算
定
方
法

〔
演
習
〕
要
員
の
算
定

マ
ク
ロ
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ

�
付
加
価
値
経
営
計
画

�
適
正
労
働
分
配
率
線
に
基
づ
き
人

件
費
管
理

�
安
全
率
に
基
づ
く
Ｎ
Ｅ
Ｔ
人
件
費

�
部
門
・
職
種
別
要
員
の
算
出

「
給
与
計
算
と
年
末
調
整
の
実
務
」

開
催
日
�
十
一
月
一
日
	
・
終
日

会

場
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
一

講

師
�
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ

イ
ス
・
セ
ン
タ
ー

代
表
（
社
会
保
険
労
務
士
）

土
屋

彰
氏

専
任
講
師
（
公
認
会
計
士
・

税
理
士
）

篠
藤
敦
子
氏

参
加
者
�
一
五
名

主
な
内
容
�

【
給
与
計
算
の
部
】

一
�
給
与
計
算
の
基
礎
知
識

二
�
給
与
計
算
と
労
働
基
準
法
の
関
係

三
�
給
与
計
算
と
社
会
保
険
の
関
係

四
�
住
民
税
の
仕
組
み
と
徴
収
方
法

【
年
末
調
整
の
部
】

一
�
所
得
税
計
算
の
仕
組
み

二
�
年
末
調
整
と
は
〜
年
末
調
整
の
対

象
と
な
る
人
は

三
�
今
年
度
の
改
正
点
は

四
�
年
末
調
整
の
準
備
は
〜
年
末
調
整

終
了
後
の
事
務
は
（
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
）

「
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

開
催
日
�
十
一
月
二
二
日
	
・
終
日

会

場
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
一

講

師
�
�
Ｍ
Ｅ
Ｌ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ

代
表
取
締
役
会
長

安

田
芳
樹
氏

参
加
者
�
二
六
名

主
な
内
容
�

一
�
結
果
を
出
す
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を

理
解
す
る

◇
リ
ー
ダ
ー
に
は
重
要
な
三
つ
の
役

割
が
あ
る

◇
率
先
垂
範
で
組
織
を
引
っ
張
る
人

材
が
求
め
ら
れ
る

二
�
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

◇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
と
い

う
「
敵
」
を
知
り
克
服
す
る

◇
積
極
性
傾
聴
五
つ
の
技
法
、
自
分

の
可
能
性
を
発
見
す
る
四
つ
の
窓

三
�
こ
ら
か
ら
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
意
識
と
ス
キ
ル

◇
リ
ー
ダ
ー
と
は
周
囲
に
影
響
力
を

及
ぼ
す
人

◇
新
幹
線
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、

部
下
・
後
輩
に
対
す
る
影
響
力
を

発
揮
す
る

四
�
上
司
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ

プ
（
部
下
力
）
を
鍛
え
る

◇
上
司
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

◇
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
の
ポ
イ

ン
ト
、
中
堅
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

報
連
相
の
コ
ツ

人
事
・
労
務
管
理
に
関
す
る

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
要
員
・
総
額
人
件
費
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

「
給
与
計
算
と
年
末
調
整
の
実
務
」

「
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

本
会
は
、
昨
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
人
事
・
総
務
・
労
務

担
当
者
お
よ
び
中
堅
リ
ー
ダ
ー
向
け
の
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

「
給
与
計
算
と
年
末
調
整
の
実
務
」

篠
藤
敦
子
講
師

「
給
与
計
算
と
年
末
調
整
の
実
務
」

土
屋
彰
講
師

「
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク

安
田
芳
樹
講
師

「
要
員
・
総
額
人
件
費
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
」
河
合
克
彦
講
師

― １７ ―



謹謹賀賀新新年年
2012

代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

名
誉
顧
問

森

谷

文

昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

社

長

上

條

正

仁

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代
表
取
締
役

会

長

日

本

伸

管

株

式

会

社

代
表
取
締
役

会

長

菊

池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

デ

サ

ン

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

牛

山

電

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

荻

野

芳

朗

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

会

長

橋
本
宏
太
郎

埼
玉
日
産
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

平

沼

一

幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

吉

見

商

事

株

式

会

社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

こ
も
だ
建
総
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代
表
取
締
役

社

長

岡

村

裕

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

日

野

勝

義

埼

玉

機

器

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

代

表

取
締
役

大

野

年

司

大

野

建

設

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代

表

取
締
役

松

野

浩

史

株
式
会
社
エ
ム
・
テ
ッ
ク

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

�
田

純

一

望

月

印

刷

株

式

会

社

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

会
長

藤
池

誠
治

到着順掲載紙上名刺交換会

― １９ ―



本
会
が
後
援
し
た
「
第
二
十
一
回
埼

玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」（
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
）
が
埼
玉
県
教
育
委
員

会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の
主
催

に
よ
り
十
一
月
五
日
か
ら
六
日
の
二
日

間
の
日
程
で
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

「
育
て
よ
う
夢

創
造
す
る
楽
し
さ

絆
で
つ
な
ぐ

命
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
商
業
高
校
や
工
業
高
校
な

ど
、
専
門
高
校
等
の
生
徒
に
よ
る
学
習

成
果
発
表
の
祭
典
で
あ
る
「
埼
玉
県
産

業
教
育
フ
ェ
ア
」
を
中
心
と
し
、「
ウ

ィ
ー
ク
エ
ン
ド
科
学
探
検
教
室
」や「
高

校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
も

同
時
開
催
さ
れ
、
科
学
・
技
術
や
産
業

の
分
野
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
一
堂
に

会
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
分
野
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の

興
味
や
関
心
を
広
く
喚
起
す
る
と
と
も

に
、「
も
の
づ
く
り
の
心
」
や
「
科
学

す
る
心
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。

特
に
、
今
年
度
は
「
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
実
行

委
員
会
に
よ
る
募
金
活
動
、
Ｂ
級
グ
ル

メ
の
売
上
の
一
部
を
義
援
金
に
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
も
み
ら
れ
た
。

同
時
開
催
さ
れ
た
、「
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
科
学
探
検
教
室
」
や
「
高
校
生
に

よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
に
は
小
中

学
生
を
は
じ
め
多
く
の
県
民
の
方
々
が

参
加
し
、
様
々
な
も
の
づ
く
り
体
験
や

科
学
実
験
体
験
な
ど
の
体
験
教
室
な
ど

も
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ

ー
ル
で
は
「
開
会
式
」
の
後
、
恒
例
の

「
高
校
生
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
」に
引
き
続
き
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ『
高

校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
、
三
重
県
立
相
可
高
等
学
校
食
物
調

理
科
の
村
林
新
吾
先
生
の
講
演
会
等
が

開
催
さ
れ
多
く
の
高
校
生
、
一
般
の

方
々
の
参
加
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
下
展
示
場
で
は
「
実
践

的
職
業
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
実
践
的
商

品
開
発
」
を
中
心
と
し
た
各
学
校
グ
ル

ー
プ
に
お
け
る
取
り
組
み
の
発
表
等

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

期
間
中
の
来
場
者
は
主
会
場
の
他
、

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

を
含
め
二
一
、八
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。

当
会
は
、多
年
若
年
層
の
人
材
問
題
に

深
く
関
わ
り
、特
に
産
業
界
、企
業
社
会

を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
直
結
す
る
専

門
高
校
と
の
連
携
に
注
力
し
て
き
て
お

り
、
こ
の
フ
ェ
ア
に
会
と
し
て
関
与
し

て
き
た
の
も
同
様
の
狙
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
産
業
教
育
フ
ェ
ア
は

「
企
業
・
大
学
等
の
展
示
」
に
お
け
る

会
員
企
業
の
出
展
な
ど
、
各
種
の
催
事

を
通
し
て
、
教
育
界
と
地
域
の
企
業
を

は
じ
め
産
業
界
、
大
学
等
と
の
連
携
が

よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
会
は
今
後
も
教
育
界
と
地
元
産
業

社
会
と
の
連
携
を
強
力
に
進
め
、
本
県

の
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
の
で
、
関
係
企
業
の
皆

さ
ま
へ
の
御
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

本
会
後
援

第第
二二
十十
一一
回回
埼埼
玉玉
県県
産産
業業
教教
育育
フフ
ェェ
アア
開開
催催

開
会
式

村
林
新
吾
先
生
の
講
演
会

大
宮
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
お
け
る

商
品
販
売

農
業
科
に
よ
る
バ
タ
ー
作
り
体
験

実
践
的
職
業
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
果
発
表
会
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七

労
働
者
の

損
害
賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

６

身
元
保
証
人
に
対
す
る

損
害
請
求
を
め
ぐ
っ
て

�
身
元
保
証
契
約
と
身
元
引
受
契
約

前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
身

元
保
証
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

�
身
元
保
証
契
約
�
労
働
者
の
行
為
に

よ
っ
て
使
用
者
に
発
生
し
た
金
銭
的
損

害
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
契
約
、

と
�
身
元
引
受
け
保
証
契
約
�
�
の
ほ

か
、
身
元
本
人
の
身
元
を
請
合
い
、
そ

れ
に
加
え
て
、
身
元
本
人
が
傷
病
等
に

罹
患
し
、
看
護
・
療
養
が
必
要
な
場
合

に
は
、
看
護
、
扶
助
等
に
努
め
、
使
用

者
に
対
し
身
元
本
人
の
正
常
な
労
務
の

供
給
（
履
行
）
を
保
証
す
る
、
も
の
で

あ
る
。

労
働
契
約
が
結
ば
れ
る
際
に
、
使
用

者
は
あ
る
程
度
調
査
を
す
る
に
し
て
も
、

被
用
者
の
性
格
・
行
状
・
健
康
等
に
つ

い
て
熟
知
し
て
い
な
い
の
が
通
常
で
あ

る
か
ら
、
被
用
者
と
何
等
か
の
関
係
の

あ
る
第
三
者
に
そ
の
身
元
を
引
受
け
さ

せ
、
万
一
の
場
合
の
被
用
者
の
行
為
を

原
因
と
す
る
使
用
者
の
損
害
に
備
え
る

の
が
常
で
あ
る
。

こ
の
契
約
は
、
使
用
者
（
雇
用
主
）

と
第
三
者
で
あ
る
身
元
保
証
人
と
の
間

の
契
約
で
あ
る
が
、「
こ
の
契
約
に
は
、

被
用
者
の
不
法
行
為
、
た
と
え
ば
使
い

込
み
等
に
よ
っ
て
、
使
用
者
が
損
害
を

受
け
る
場
合
の
よ
う
に
、
被
用
者
自
身

に
損
害
賠
償
義
務
が
存
し
、
身
元
保
証

人
が
こ
れ
に
対
し
て
保
証
の
責
務
を
負

う
契
約
と
、
被
用
者
の
責
に
帰
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
被
用
者
が
原
因
で
使

用
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
、
た
と
え

ば
被
用
者
の
病
気
の
た
め
使
用
者
が
損

害
を
こ
う
む
っ
た
た
め
、
そ
の
損
害
を

も
保
証
人
に
請
求
で
き
る
契
約
も
存
す

る
。
前
者
の
場
合
は
明
ら
か
に
文
字
通

り
保
証
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
、

主
た
る
債
務
は
な
い
の
で
あ
り
、
使
用

者
・
保
証
人
間
の
契
約
は
、
保
証
契
約

で
は
な
く
、
損
害
を
担
保
す
る
契
約
で

あ
る
と
い
え
る
。」
と
し
、
従
来
は
「
身

元
保
証
」
と
「
身
元
引
受
」
の
二
つ
の

類
型
に
分
け
、
後
者
の
独
立
的
損
害
担

保
の
人
請
制
度
の
契
約
を
原
則
的
類
型

と
し
て
来
た
。
す
な
わ
ち
、「
使
用
者

が
身
元
本
人
に
関
し
て
こ
う
む
る
損
害

を
賠
償
す
べ
き
こ
と
を
約
す
る
場
合
、

損
害
担
保
契
約
た
る
性
質
を
有
す
る
も

の
と
、
身
元
本
人
を
し
て
忠
実
に
勤
務

せ
し
め
、
病
気
に
罹
っ
た
身
元
本
人
の

身
柄
を
引
き
取
る
等
々
の
ご
と
き
行
為

義
務
を
も
含
む
場
合
と
が
あ
る
。
従
来

の
人
請
に
お
け
る
身
元
保
証
は
す
べ
て

独
立
的
債
務
を
負
担
し
た
の
に
対
し
、

現
代
の
身
元
保
証
は
被
用
者
を
主
た
る

債
務
者
と
す
る
附
従
的
保
証
が
原
則
的

で
あ
り
、
身
元
保
証
人
が
独
立
的
債
務

を
負
担
す
る
身
元
保
証
は
例
外
的
で
あ

る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
講
学

上
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、「
契
約
の
文
言
の
み
に
よ
り
解

釈
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、『
本
人
の

身
上
に
関
す
る
一
切
の
件
を
引
受
け
貴

社
に
対
し
て
は
い
さ
さ
か
も
御
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
せ
ん
。』
と
い
っ
た
広
汎

な
引
受
文
言
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
実
際
は
身
元
本
人
の
不
法
行
為

等
が
あ
っ
て
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
場

合
に
身
元
保
証
が
保
障
す
る
場
合
に
限

ら
れ
て
お
り
、
前
者
の
附
従
的
保
証
が

今
日
で
は
原
則
的
類
型
で
あ
る
と
さ
れ

る
」（
西
村
信
雄
『
身
元
保
証
の
研
究
』

一
五
八
頁
以
下
）。
そ
こ
で
、
�
の
身

元
引
受
保
証
に
関
し
て
は
、「
後
者
も

含
む
と
す
る
に
は
特
別
の
意
思
表
示
を

必
要
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」（
境
一
郎

『
雇
用
と
身
元
引
受
』、『
現
代
契
約
法

大
条
』
五
四
頁
」）
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
身
元
保
証
契

約
の
実
際
を
例
示
す
る
と
、
書
式
�
及

び
�
の
よ
う
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、「
身
元
保
証
ニ
関
ス
ル

法
律
」
の
一
条
は
、「
…
被
用
者
ノ
行

為
ニ
因
リ
使
用
者
ノ
受
ケ
タ
ル
損
害
ヲ

賠
償
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
ル
身
元
保
証
契

約
ハ
…
」
と
定
め
て
、
同
法
が
適
用
さ

れ
る
身
元
保
証
契
約
は
前
者
の
�
の
場

合
の
み
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
る

の
で
あ
る
が
、
被
用
者
の
行
為
に
因
ら

な
い
で
使
用
者
が
受
け
た
損
害
を
担
保

す
る
契
約
で
も
特
別
の
意
思
表
示
が
あ

れ
ば
有
効
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

が
損
害
賠
償
責
任
で
あ
る
限
り
同
法
の

適
用
を
受
け
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
一
定
の
場

合
に
保
証
人
に
あ
る
行
為
を
為
す
こ
と

を
義
務
づ
け
る
契
約
、
た
と
え
ば
被
用

者
が
重
い
病
気
を
患
っ
た
際
に
は
こ
れ

を
保
証
人
が
引
取
る
と
い
っ
た
契
約
は

損
害
賠
償
を
約
す
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
同
法
の
適
用
外
で
あ
る
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実

際
上
は
い
わ
ゆ
る
保
証
契
約
が
大
多
数

で
あ
り
、
損
害
担
保
の
契
約
は
少
な
く
、

最
後
の
行
為
義
務
を
課
す
る
契
約
に
つ

い
て
は
殆
ど
な
い
と
い
わ
れ
る
。」（
境

前
掲
書
五
四
頁
）
の
が
現
状
で
あ
る
。

�
身
元
引
受
保
証
契
約
の
今
日
的
意
義

身
元
引
受
を
含
む
身
元
保
証
契
約
に

つ
い
て
は
、
明
治
以
前
に
行
わ
れ
て
い

た
人
請
制
度
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る

の
で
あ
り
、
弱
い
立
場
に
在
る
雇
わ
れ

る
側
に
す
れ
ば
、
職
を
得
る
た
め
に
縁

故
を
た
ど
っ
て
無
理
に
保
証
人
を
依
頼

す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
た
め
身
元
引

受
人
は
情
に
ほ
だ
さ
れ
て
止
む
を
得
ず

使
用
者
と
契
約
を
し
た
場
合
で
も
、
債

務
を
負
う
か
も
し
れ
な
い
責
任
を
引
受

け
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
責
任
を
軽
減

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
が
以
前
か
ら

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
八
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１２
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

― ２１ ―



存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、

「
身
元
保
証
ニ
関
ス
ル
法
律
」（
昭
和

八
年
法
律
四
二
号
）
の
制
定
に
至
り
、

こ
れ
は
む
し
ろ
永
年
に
わ
た
る
判
例
の

努
力
の
結
果
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
身
元
保
証
人
で
あ
る
労
働

者
の
病
気
等
に
よ
る
正
常
な
労
務
の
提

供
の
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
身
元

保
証
人
と
し
て
疾
病
等
の
治
療
、
療
養

に
よ
る
正
常
な
勤
務
へ
の
回
復
に
つ
い

て
の
保
証
や
場
合
に
よ
っ
て
は
身
柄
の

引
取
り
扶
助
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
前
近
代
的
な
も
の
と
し
て
、
制

限
す
る
気
風
が
強
く
な
り
、
今
日
で
は

殆
ど
み
ら
れ
ず
、
前
記
�
の
附
従
的
な

金
銭
的
な
損
害
賠
償
の
保
証
に
変
わ
っ

て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
は
、
ま
た
そ
の
身
元

引
受
的
な
意
義
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
労
働
者

の
就
職
が
親
元
を
離
れ
て
都
市
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
独
り
居
住
す

る
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
へ
、

最
近
は
「
う
つ
病
」
や
心
因
的
な
疾
病

に
よ
る
メ
ン
タ
ル
異
常
の
社
員
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
人
に
自
己
の
メ
ン
タ
ル

疾
患
に
つ
い
て
の
自
覚
が
な
く
、
職
場

の
周
囲
の
者
は
異
常
を
感
じ
、
職
場
の

安
全
な
就
労
環
境
に
不
安
や
危
険
を
抱

き
、
困
惑
を
生
じ
て
お
り
、
労
働
効
率

や
秩
序
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
の
に
、

本
人
が
産
業
保
健
担
当
者
や
上
司
が
メ

ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
専
門
医
の

受
診
を
勧
め
て
も
こ
れ
を
拒
否
し
て
、

受
診
し
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
実
家
や
両
親
等
に
連
絡

し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
無
関
心
で
あ
っ

た
り
、
本
人
が
両
親
の
関
与
を
拒
否
し
、

受
診
や
療
養
に
努
め
な
い
で
企
業
と
し

て
は
困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
事
態
が
発

生
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

前
記
�
の
身
元
引
受
保
証
契
約
を
し
て

い
る
場
合
に
は
、
身
元
保
証
人
に
対
し

て
、
本
人
の
受
診
、
看
護
、
療
養
に
つ

い
て
、
会
社
は
同
契
約
に
基
づ
い
て
要

求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
身
元

引
受
人
も
こ
れ
に
つ
い
て
努
力
や
協
力

を
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
、
企

業
と
共
同
し
て
メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
メ
ン
タ
ル

異
常
等
に
対
応
す
る
受
診
、
治
療
、
療

養
等
に
よ
る
本
人
の
扶
助
と
治
療
の
確

保
に
よ
る
回
復
を
め
ざ
し
て
、
正
常
な

職
場
復
帰
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
身
元

保
証
人
に
求
め
る
必
要
が
生
じ
て
き
た

こ
と
が
、
現
在
の
見
直
し
の
方
向
と
い

え
る
。

す
な
わ
ち
、身
元
引
受
人
で
あ
る「
身

元
保
証
人
の
負
担
す
る
債
務
は
損
害
賠

償
債
務
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
判
例
に
現
れ
た
事
案
を
例
に

と
っ
て
み
て
も
、
行
方
不
明
と
な
っ
た

身
元
本
人
の
尋
ね
出
し
や
、
病
気
に
か

か
っ
た
身
元
本
人
の
療
養
や
身
柄
の
引

取
、
本
人
が
消
費
し
た
食
費
の
償
還
等

の
債
務
を
負
担
し
て
い
る
実
例
が
あ

る
。」（
西
村
前
掲
書
、
二
〇
〇
頁
）
と

さ
れ
て
い
る
。
判
例
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
ペ
ル
ー
移
民
の
監

督
兼
医
員
と
し
て
雇
わ
れ
た
身
元
本
人

が
長
期
の
病
気
に
か
か
り
、
帰
国
の
や

む
な
き
に
立
到
っ
た
の
で
、
雇
主
が
そ

の
療
養
費
・
帰
国
費
を
立
替
支
出
し
、

そ
の
召
還
を
身
元
保
証
人
に
請
求
し
た

事
案
に
つ
い
て
、
判
例
は
こ
の
償
還
義

務
の
前
提
と
し
て
身
柄
引
取
の
義
務
を

認
め
た
（
東
京
控
判
・
大
正
四
・
七
・

八
、
新
聞
一
〇
四
三
号
二
六
頁
）
と
さ

れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
身
元
引
受
保
証

契
約
の
今
日
的
意
義
が
、
再
評
価
、
検

討
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
企
業
と
し
て
の
対
応

が
、
合
理
的
必
要
性
か
ら
今
後
見
直
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

書
式
�

身
元
保
証
契
約
書

書
式
�

身
元
引
受
契
約
書

身
元
人

氏

名

生
年
月
日
（

）

身
元
人

氏

名

生
年
月
日
（

）

今
般
、
右
の
者
が
貴
社
に
雇
用
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

本
人
の
身
元
を
保
証
し
、
万
一
本
人
が
貴
社
に
対
し
、

故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
損
害
を
お
か
け
し
た
場
合

に
は
、
本
人
と
連
帯
し
て
損
害
の
賠
償
を
行
う
こ
と

を
契
約
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
身
元
保
証
契
約
の
有
効
期
間
は
、
本

日
か
ら
五
年
間
と
致
し
ま
す
。

平
成

年

月

日

住
所

氏
名

印

今
般
、
右
の
者
が
貴
社
に
雇
用
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
本
人
の

身
元
を
保
証
し
、
万
一
本
人
が
貴
社
に
対
し
、
故
意
又
は
過
失

に
よ
っ
て
損
害
を
お
か
け
し
た
場
合
に
は
、
本
人
と
連
帯
し
て

損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
を
契
約
し
ま
す
。

ま
た
、
身
元
本
人
が
疾
病
等
（
メ
ン
タ
ル
異
常
等
も
含
み
ま

す
。）
に
よ
り
、
貴
社
に
対
し
正
常
な
労
務
が
提
供
で
き
な
い

状
態
を
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
本
人
に
対
す
る
指
導
・
監
督
に

勤
め
、
万
一
、
疾
病
等
に
よ
り
貴
社
に
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る

に
至
り
ま
し
た
場
合
に
は
、
本
人
の
看
護
・
療
養
等
に
努
め
、

正
常
な
勤
務
が
で
き
る
よ
う
保
証
す
る
こ
と
を
契
約
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
身
元
保
証
契
約
の
有
効
期
間
は
、
本
日
か
ら
五

年
間
と
致
し
ま
す
。
五
年
経
過
時
に
再
度
身
元
引
受
契
約
書
の

再
契
約
に
つ
い
て
協
議
致
し
ま
す
。

平
成

年

月

日

住
所

氏
名

印

○
○
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

○
○
○
○

殿

○
○
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

○
○
○
○

殿

― ２２ ―



�
身
元
保
証
人
の
損
害
賠
償
債
務
の
発

生
を
め
ぐ
っ
て

身
元
保
証
人
の
損
害
賠
償
義
務
と
い

う
の
は
、
使
用
者
の
こ
う
む
っ
た
損
害

を
賠
償
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
具
体

的
債
務
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
法
的
構

造
は
、
�
の
場
合
�
附
従
的
保
証
と
、

�
の
場
合
�
独
立
的
保
証
と
い
う
差
異

が
あ
り
、
こ
の
両
者
は
同
一
で
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
�
に
あ
っ
て
は
、

身
元
本
人
の
負
担
す
る
損
害
賠
償
債
務

を
履
行
す
べ
き
債
務
と
い
う
構
造
を
も

ち
、
後
者
の
�
に
あ
っ
て
は
、
身
元
保

証
人
が
独
立
的
に
負
担
す
る
損
害
賠
償

債
務
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
使
用
者
の

こ
う
む
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
を

終
局
的
な
目
的
と
し
て
い
る
点
で
軌
を

一
に
す
る
。

身
元
保
証
人
の
賠
償
義
務
の
発
生
原

因
た
る
事
由
は
、
身
元
本
人
に
関
す
る

事
由
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る

が
、
身
元
本
人
に
関
す
る
ど
う
い
う
事

由
が
賠
償
義
務
を
成
立
せ
し
め
る
の
で

あ
る
か
に
つ
い
て
、
�
賠
償
義
務
の
発

生
原
因
た
る
事
由
は
、
身
元
本
人
の
故

意
に
基
づ
く
行
為
に
限
ら
れ
る
か
、
そ

れ
と
も
、
過
失
に
基
づ
く
行
為
も
含
ま

れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
さ
ら
に
広
く
身

元
本
人
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由

を
も
包
含
す
る
の
で
あ
る
か
、
�
身
元

本
人
の
従
事
す
べ
き
業
務
に
関
連
す
る

事
由
に
限
ら
れ
る
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
。�

の
問
題
は
、
身
元
本
人
の
責
に
帰

す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
以
上
、

身
元
保
証
人
は
原
則
と
し
て
、
そ
の
事

由
の
一
切
に
つ
い
て
責
を
負
う
べ
き
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
元
本
人

の
故
意
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
み
責

任
が
あ
り
、
過
失
に
よ
る
場
合
に
は
責

任
な
し
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
た
判
例

も
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
、
故
意
に
よ
る
場
合
た
る
と
過

失
に
よ
る
場
合
た
る
と
を
問
わ
ず
、
い

や
し
く
も
身
元
本
人
の
責
に
帰
す
べ
き

事
由
に
よ
る
場
合
に
は
、
常
に
責
任
あ

り
と
す
る
の
が
通
例
と
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
実
際
の
訴
訟
事
案
の
殆
ど

す
べ
て
は
身
元
本
人
の
故
意
又
は
重
大

な
過
失
に
よ
る
損
害
に
関
す
る
の
で
あ

っ
て
、
単
な
る
過
失
に
よ
る
損
害
に
関

す
る
事
案
は
、
そ
の
例
は
き
わ
め
て
稀

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
に
�
の
身
元
本
人
の
従
事
す
べ
き

業
務
に
関
連
す
る
事
由
に
限
ら
れ
る
か

否
か
と
の
点
で
あ
る
が
、
身
元
本
人
の

勤
務
先
や
そ
の
従
事
す
べ
き
業
務
の
種

類
・
内
容
は
身
元
保
証
人
に
と
っ
て
重

大
な
関
心
事
で
あ
る
。
身
元
保
証
人
を

引
き
受
け
る
者
は
、
身
元
本
人
が
特
定

の
使
用
者
の
被
用
者
と
し
て
、
現
在
及

び
将
来
に
わ
た
っ
て
、
ど
う
い
う
業
務

に
従
事
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

を
大
体
に
お
い
て
予
測
し
、
そ
れ
を
基

礎
と
し
て
、
具
体
的
賠
償
責
任
発
生
の

危
険
の
有
無
お
よ
び
程
度
な
ど
も
あ
る

程
度
予
測
し
た
上
で
、
契
約
す
る
の
が

通
例
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
身
元
本
人
の

従
事
す
べ
き
業
務
と
全
然
関
連
の
な
い

事
由
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
ま
で
責
任

を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
、

多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
身
元
保
証
人
に

と
っ
て
は
保
証
意
思
の
範
囲
外
に
属
す

る
こ
と
で
あ
る
。
使
用
者
に
と
っ
て
は
、

身
元
本
人
の
従
事
す
べ
き
業
務
と
関
連

が
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
本
人
の
不

正
行
為
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠

償
一
切
を
身
元
保
証
人
に
請
求
し
得
る

こ
と
が
望
ま
し
い
に
違
い
な
い
け
れ
ど

も
、
右
の
よ
う
な
身
元
保
証
人
の
通
例

の
保
証
意
思
は
使
用
者
に
お
い
て
も
了

知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
身
元
本
人
の
従
事
す
べ

き
業
務
に
関
連
の
な
い
事
由
に
よ
る
損

害
は
、
反
対
の
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
、

保
証
の
対
象
の
範
囲
外
に
あ
る
も
の
と

解
す
る
の
が
、
妥
当
な
意
思
解
釈
で
あ

る
と
す
る
の
が
通
説
と
い
え
よ
う
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、「
心

の
健
康
」
の
問
題
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
か
か
わ
る
の
で
、
労
働
者
本
人
の
自
覚

に
よ
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
メ
ン
タ
ル
面
の

異
常
を
発
症
し
な
が
ら
、
労
働
者
本
人
に
自

覚
が
な
く
、
そ
れ
が
進
行
し
て
対
応
が
必
要

な
病
的
状
態
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

に
、
労
働
者
自
身
に
そ
の
病
識
の
な
い
場
合

で
あ
る
。

職
場
の
周
囲
の
社
員
の
目
か
ら
見
て
、
本

人
自
身
が
メ
ン
タ
ル
異
常
を
発
症
し
、
奇
妙

な
言
動
や
不
自
然
な
行
動
を
繰
り
返
し
、
職

場
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
周

囲
に
不
安
感
や
場
合
に
よ

れ
ば
恐
怖
感
を
与
え
て
い

る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
は
労
働

者
に
対
す
る
信
義
則
上
の

職
場
環
境
整
備
義
務
（
あ
る
い
は
職
場
環
境

適
正
良
好
保
持
義
務
）
を
負
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

そ
こ
で
、
職
場
に
産
業
保
健
担
当
者
が
い

れ
ば
、
ま
ず
、
当
該
担
当
者
か
ら
メ
ン
タ
ル

健
診
を
受
け
る
よ
う
問
題
の
あ
る
労
働
者
に

対
し
て
保
健
管
理
上
の
受
診
を
勧
告
し
、
も

し
、
い
な
い
と
き
に
は
職
場
管
理
上
の
問
題

で
あ
る
か
ら
、
上
司
が
そ
の
よ
う
な
受
診
を

勧
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
メ
ン
タ
ル
健
診
の
受
診
を

本
人
に
勧
め
て
も
、
社
員
本
人
が
受
診
勧
告

を
受
け
入
れ
な
い
場
合
に
は
、
メ
ン
タ
ル
健

診
を
受
け
る
よ
う
職
場
管
理
者
と
し
て
業
務

命
令
を
も
っ
て
指
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

も
し
、
こ
の
メ
ン
タ
ル
健
診
の
受
診
を
本

人
が
拒
否
し
た
と
き
は
、
そ
の
社
員
を
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
職
場
環
境

整
備
義
務
を
怠
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
当

該
労
働
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務
上
の
対

応
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
受
診
命
令
に
も
従
わ
な
い
場
合
も
予
想
さ

れ
る
が
、
そ
の
と
き
に
は
、
結
局
、
本
人
に

対
し
、
期
間
を
定
め
て
休
業
を
命
じ
、
そ
の

間
に
受
診
す
る
よ
う
命
じ
て
対
応
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
本
人
が
健
診
を
受
け
な
い
場

合
に
は
、
再
度
、
期
間
を
延
長
し
て
休
業
命

令
と
受
診
命
令
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を

拒
否
し
た
場
合
に
は
、
業
務
命
令
違
反
と
し

て
就
業
規
則
に
従
っ
て
懲
戒
処
分
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
旨
告
げ
て
、
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
拒
否
し
て
、
業
務
命

令
に
従
わ
な
い
社
員
は
、
職
場
に
留
め
お
く

こ
と
が
職
場
管
理
上
で
き
な
い
の
で
、
解
雇

（
職
場
不
適
応
を
理
由
と
す
る
普
通
解
雇
）

し
、
職
場
か
ら
排
除
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
措
置
は
、
従
業
員
に
対
す

る
指
揮
命
令
権
を
有
す
る
事
業
者
の
権
限
の

行
使
で
あ
り
、
就
業
規
則
に
こ
の
よ
う
な
措

置
規
定
が
あ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
が
、
特

に
就
業
規
則
上
の
根
拠
規
定
が
な
く
て
も
、

業
務
命
令
の
範
囲
内
な
の
で
差
し
支
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
使
用
者
が
「
業
務
命
令
を
も

っ
て
指
示
、
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠

は
、
労
働
者
が
そ
の
労
働
力
の
処
分
を
使
用

者
に
委
ね
る
こ
と
を
約
す
る
労
働
契
約
に
あ

る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」（
昭
和
六
一
・
三
・

一
三
最
高
裁
一
小
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
仕
事
を
し
な
さ
い
。」
と
い
う
業

務
命
令
も
「
休
み
な
さ
い
。」
と
い
う
業
務

命
令
も
と
も
に
労
働
力
の
利
用
処
分
行
為
だ

か
ら
可
能
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
休
業
期
間
に
対
し
て
は
、

業
務
命
令
に
よ
る
の
で
、
労
基
法
第
２６
条
に

従
い
、
休
業
手
当
の
支
払
は
必
要
で
あ
る
。

メ
ン
タ
ル
異
常
の

無
自
覚
社
員
へ
の
対
応

弁
護
士

安
西

�

― ２３ ―
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第
十
回
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
十
一
月
九
日
�
武
蔵
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
二

〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
や
初
参
加
の
方
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
小
春
日
和
の
好
天
に
恵
ま

れ
、
木
々
が
色
づ
き
始
め
た
美
し
い
コ

ー
ス
で
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト

に
よ
り
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
ス
コ
ア

を
集
計
し
、
会
長
杯
は
ア
ウ
ト
四
五
、

イ
ン
四
五
、
グ
ロ
ス
九
〇
、
ネ
ッ
ト
七

〇
・
八
で
佐
藤
誠
氏
（
あ
す
か
ビ
ル
サ

ー
ビ
ス
社
長
）
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

準
優
勝
は
ネ
ッ
ト
七
一
・
八
で
小
倉
幹

雄
氏
（
サ
ン
テ
ッ
ク
営
業
推
進
部
長
）

が
シ
ニ
ア
優
勝
と
と
も
に
受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
森
谷
文
昭
本
会
会
長
代

行（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
名
誉
顧
問
）、

細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
、
会
長
杯
、
準

優
勝
杯
、
シ
ニ
ア
優
勝
杯
な
ど
が
授
与

さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
や
新
規
参
加
の
方
の
ス

ピ
ー
チ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
情
報
交

換
な
ら
び
に
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
六
日
�
武
蔵

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

佐佐
藤藤
誠誠
氏氏
がが
初初
優優
勝勝

第

十

回

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第１０回会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２３年１１月９日� 武蔵カントリークラブ 笹井コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優 勝 佐藤 誠 あすかビルサービス 社 長 ４５ ４５ ９０ １９．２ ７０．８

準優勝 小倉 幹雄 サンテック 営業推進部長 ４７ ４４ ９１ １９．２ ７１．８

３ 位 内野 正幸 ウチノ看板 社 長 ４８ ４６ ９４ ２１．６ ７２．４

４ 位 森谷 周一 モ リ ヤ 社 長 ４６ ４２ ８８ １５．６ ７２．４

５ 位 藤池 誠治 デ サ ン 社 長 ５３ ４７ １００ ２５．２ ７４．８

ベスグロ 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４３ ４５ ８８ １０．８ ７７．２

２．シニアの部

優 勝 小倉 幹雄 サンテック 営業推進部長 ４７ ４４ ９１ １９．２ ７１．８

準優勝 藤池 誠治 デ サ ン 社 長 ５３ ４７ １００ ２５．２ ７４．８

３．グランドシニア

優 勝 細沼 哲夫 日 本 伸 管 会 長 ５０ ４９ ９９ ２４．０ ７５．０

ス
タ
ー
ト
前
、
全
員
で
記
念
撮
影

森
谷
会
長
代
行
よ
り
優
勝
杯
を
授
与
さ

れ
る
佐
藤
誠
氏
（
左
）

準
優
勝
と
シ
ニ
ア
優
勝
を
飾
っ
た

小
倉
幹
雄
氏
（
左
）

パ
ー
テ
ィ
ー
開
会
時
、

細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
あ
い
さ
つ

― ２４ ―



引
き
続
き
節
電
に

ご
協
力
を

放
射
能
被
害
に
よ
る

売
上
減
少
に
対
応
し
た

制
度
融
資

子
育
て
応
援
宣
言
企
業
に

ご
登
録
く
だ
さ
い

短
時
間
勤
務
制
度
の

普
及
促
進
に
関
す
る

共
同
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た

従
業
員
の
技
能
向
上
を

支
援
し
ま
す

皆
様
の
節
電
の
取
組
に
よ
り
、
こ
の
夏
は

大
規
模
停
電
や
計
画
停
電
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
冬
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
管
内
の

電
力
供
給
に
は
余
力
が
あ
る
と
の
見
通
し
が

政
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
発
電
施
設
の
不
測
の
停
止
等
に
備
え
る

た
め
、
引
き
続
き
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
、
昨
年
冬
の
最
大
電
力

か
ら
の
５
％
抑
制
を
目
安
に
、
照
明
・
空
調

機
器
等
の
節
電
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

節
電
を
お
願
い
す
る
の
は
、
３
月
３０
日
�

ま
で
の
平
日
９
時
〜
２１
時
で
す
。

具
体
的
な
節
電
方
法
等
に
つ
い
て
は
、政
府

の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://setsuden.go.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

埼
玉
県
節
電
推
進
緊
急
対
策
本
部
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
�

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/honbu.htm

l

県
で
は
、
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
能
被
害

や
風
評
被
害
等
に
よ
り
急
激
に
売
上
げ
が
減

少
し
て
い
る
、
ま
た
は
今
後
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
小
企
業
者
の
方
を
対
象
に
、
運
転
資

金
を
低
利
（
条
件
に
よ
り
、
年
０.９
％
〜
１.８
％

以
内
）
で
融
資
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

�
経
営
安
定
資
金
（
震
災
特
別
貸
付
）

東
日
本
大
震
災
（
原
発
事
故
に
伴
う
風
評

被
害
等
を
含
む
）
に
よ
り
、
最
近
３
か
月
の

売
上
高
が
前
年
同
期
よ
り
１５
％
以
上
減
少
し

て
い
る
場
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

国
の
東
日
本
大
震
災
復
興
緊
急
保
証
に
対

応
し
た
非
常
に
低
利
の
資
金
で
、
利
率
は
年

０.９
％
以
内
、限
度
額
は
５
、０
０
０
万
円
で
す
。

�
経
営
安
定
資
金
（
特
定
業
種
関
連
）

最
近
３
か
月
の
売
上
高
が
前
年
同
期
よ
り

５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
（
５
号
）

に
対
応
し
た
低
利
の
資
金
で
、
利
率
は
年
１.３

％
以
内
、
限
度
額
は
５
、０
０
０
万
円
で
す
。

�
経
営
あ
ん
し
ん
資
金

売
上
高
や
利
益
率
が
減
少
し
て
い
る
、
ま

た
は
今
後
減
少
す
る
見
込
み
の
場
合
に
、
減

少
率
に
か
か
わ
ら
ず
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１.８
％
以
内
、限
度
額
は
５
、０
０

０
万
円
で
す
。

※
融
資
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
別
途
、
信
用
保
証
料
が
必
要
で
す
。

※
�
�
の
資
金
は
、
申
込
時
に
市
町
村
長
の

認
定
書
が
必
要
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
金
融
課（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

子
育
て
応
援
宣
言
は
、「
従
業
員
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
」
や
「
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
」
を
企
業
等
の
ト
ッ
プ
が
宣

言
し
、
県
に
登
録
す
る
制
度
で
す
（
平
成
２３

年
１１
月
末
現
在
の
登
録
企
業
数
２
、９
７
１

社
）。登

録
企
業
の
特
典
は
、
�
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
紹
介
（
会
社
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
も
Ｏ

Ｋ
）�
登
録
証
書
と
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付（
広

報
に
活
用
す
れ
ば
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
Ｕ
Ｐ
）

�
登
録
企
業
で
あ
る
こ
と
を
自
由
に
Ｐ
Ｒ
可

（
求
人
に
有
利
）
�
県
中
小
企
業
制
度
融
資

を
利
用
す
る
際
に
優
遇
利
率
を
適
用
�
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
無
料
派
遣
	
商
工
中
金
「
さ
い

た
ま
子
育
て
応
援
企
業
ロ
ー
ン
」
が
利
用
可
。

詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
kosodate-top/

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ
り
、
平
成

２４
年
７
月
１
日
か
ら
３
歳
未
満
の
子
を
養
育

す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
１
日
６
時
間
の
短

時
間
勤
務
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
す
べ
て
の

事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
す
。

県
で
は
短
時
間
勤
務
の
企
業
へ
の
円
滑
な

導
入
を
促
す
た
め
、
１２
月
５
日
に
埼
玉
県
知

事
と
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
を
は
じ
め
と
す

る
経
済
６
団
体
・
労
働
２
団
体
・
埼
玉
労
働

局
の
ト
ッ
プ
が
「
短
時
間
勤
務
制
度
の
普
及

促
進
に
関
す
る
共
同
宣
言
書
」
に
署
名
し
ま

し
た
。

短
時
間
勤
務
制
度
に
は
、
従
業
員
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
や
、
企
業
に
お
け
る
人
材

定
着
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
企
業
に
お
い
て
も
、
速
や
か
な
導

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先
（
子
育
て
応
援
宣
言
企
業

と
も
）

県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
３
）

県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご

要
望
に
応
じ
た
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。対

象
は
、
県
内
の
中
小
企
業
等
の
事
業
主

や
従
業
員
の
方
で
す
。

新
人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
多
様
な
レ
ベ
ル

に
対
応
し
、
機
械
・
溶
接
・
設
計
な
ど
「
も

の
づ
く
り
」
中
心
の
講
習
は
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

講
習
内
容
や
日
程
な
ど
、
ご
相
談
に
応
じ

て
設
定
で
き
ま
す
。

是
非
、
従
業
員
教
育
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
技
能
講
習

（
高
等
技
術
専
門
校
で
実
施
）

県
内
７
か
所
の
高
等
技
術
専
門
校
に
お
い

て
、
ご
要
望
に
応
じ
た
技
能
向
上
の
た
め
の

講
習
を
実
施
し
ま
す
。

・
従
業
員
の
技
能
・
知
識
向
上

汎
用
フ
ラ
イ
ス
盤
操
作
、
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
操
作
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
、
三

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作

な
ど

・
安
全
衛
生
特
別
教
育

・
各
種
検
定
試
験
対
策

技
能
検
定
、
電
気
工
事
士
試
験
対
策
、

介
護
福
祉
士
試
験
対
策

な
ど

�
実
施
場
所
（
高
等
技
術
専
門
校
）

中
央
校
（
上
尾
市
）、
川
口
校
（
川
口
市
）、

川
越
校
（
川
越
市
）、
熊
谷
校
（
熊
谷
市
）、

熊
谷
校
秩
父
分
校
（
秩
父
市
）、
春
日
部

校
（
春
日
部
市
）、
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
北
区
）

�
講
習
時
間

１２
時
間
〜
２４
時
間

�
受
講
料

１
人
当
り
２
０
０
０
円
〜
９
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
負
担
）

�
申
込
人
数

５
名
以
上

技
能
の
達
人
（
企
業
に
出
向
い
て
実
施
）

た
く
み

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
埼
玉
県「
匠
」

人
財
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
熟
練
技
能
士

「
技
能
の
達
人
」
が
企
業
に
伺
い
、
技
術
指

導
を
行
い
ま
す
。

・
円
滑
な
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承

・
生
産
性
や
品
質
向
上
の
た
め
の
業
務
改

善
・
技
能
検
定
の
実
技
対
策

�
講
習
期
間

２０
日
以
内

�
受
講
料

〈
企
業
負
担
〉
１
時
間
当
り
４
０
０
０
円

（
教
材
・
材
料
費
な
ど
は
別
途
負
担
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
１
）

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
soshiki/j11/
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「
社
会
保
障
と
税
・
財
政
一
体
改
革
の
実

現
」

―
岩
本
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
が
常
任

理
事
会
で
講
演

経
団
連
が
１１
月
２
日
に
開
催
し
た
常
任
理
事
会
で
、

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
岩
本
康
志
教
授
が
、

「
社
会
保
障
と
税
・
財
政
一
体
改
革
の
実
現
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
経
済
政
策
と
財
政
政
策
の
司
令
塔

民
主
党
政
権
で
は
、
経
済
政
策
の
司
令
塔
が
不
在
で

あ
り
、
数
々
の
政
策
が
バ
ラ
バ
ラ
に
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。２

０
０
９
年
の
政
権
奪
取
後
、
民
主
党
は
経
済
財
政

諮
問
会
議
を
開
催
し
な
く
な
っ
た
。
１０
年
６
月
に
は
新

成
長
戦
略
と
財
政
運
営
戦
略
を
策
定
し
た
が
、
こ
の
結

果
、
か
つ
て
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
毎
年
策
定
し
て

い
た
「
骨
太
の
方
針
」
で
一
体
で
あ
っ
た
経
済
の
運
営

方
針
と
財
政
・
予
算
の
方
針
が
、
二
つ
に
分
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
二
つ
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
う
ま
く
機

能
す
れ
ば
よ
い
が
、
新
成
長
戦
略
は
経
済
産
業
省
が
主

導
し
、
財
政
運
営
戦
略
や
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
は
財
務

省
が
主
導
し
て
お
り
、
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
て
い
る
。

野
田
首
相
が
設
置
し
た
国
家
戦
略
会
議
を
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
関
係
者
の
多
大
な
努
力
が
必
要
だ
ろ
う
。

■
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
で
は
、
２
０
１

０
年
代
半
ば
ま
で
に
段
階
的
に
消
費
税
率
を
１０
％
ま
で

引
き
上
げ
、
当
面
の
社
会
保
障
改
革
に
か
か
る
安
定
財

源
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

財
政
運
営
戦
略
に
比
べ
、
消
費
税
率
３
％
分
の
収
支
が

改
善
さ
れ
る
。
し
か
し
、
１０
年
時
点
で
基
礎
的
財
政
収

支
赤
字
の
対
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
は

６．４
％
で
あ

り
、
財
政
運
営
戦
略
に
あ
る
よ
う
に
、
２０
年
ま
で
に
黒

字
化
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
３
％
分
の
上
積
み
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
社
会
保
障
の
公
費
負
担
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
で
３
％
分
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
債

務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
は
、
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
分
の
黒
字
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

合
計
で
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
７
％
の
収
支
改
善
が
必
要
で

あ
り
、
消
費
税
率
に
換
算
す
る
と
１５
％
近
く
の
財
源
が

必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
在
一

部
で
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
給
付
を
拡

大
す
る
財
政
的
な
余
裕
は
な
い
は
ず
だ
。

例
え
ば
、
子
ど
も
・
子
育
て
分
野
で
は
７
千
億
円
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
需
要
を
過

大
評
価
し
た
非
現
実
的
な
計
画
で
は
な
い
か
。
医
療
・

介
護
分
野
は
、
今
後
減
少
す
る
現
役
世
代
が
高
齢
者
の

費
用
を
多
く
賄
う
構
造
の
ま
ま
で
あ
る
。
診
療
報
酬
や

介
護
報
酬
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
デ
フ
レ
で
現
役
世

代
の
所
得
が
伸
び
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
べ
き
だ
。

年
金
分
野
で
は
、
将
来
世
代
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め

に
、
今
す
ぐ
に
年
金
受
給
額
の
削
減
に
向
け
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

■
ね
じ
れ
国
会
の
も
と
で
の
課
題
の
解
決

政
府
が
政
策
を
ま
と
め
て
も
、
ね
じ
れ
国
会
の
も
と

で
法
律
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
財
政
健
全
化
は
必
要
で
あ
り
、
複
数
の

政
権
交
代
を
経
て
も
長
期
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
る
。
野
党
も
、
い
た
ず
ら
に
与
党
の
方

針
に
反
発
す
る
の
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
が
政
権
を
引

き
継
い
だ
ら
渡
さ
れ
る
バ
ト
ン
だ
」
と
意
識
す
べ
き
だ
。

「
増
税
よ
り
も
無
駄
の
削
減
が
先
」
と
い
う
指
摘
が

あ
る
が
、
自
民
党
も
民
主
党
も
無
駄
の
削
減
に
は
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。
ま
た
、「
景
気
が
悪
い
の
で
増
税

は
見
送
る
べ
き
だ
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
は
一

理
あ
る
が
、
景
気
は
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
総
選

挙
の
争
点
に
据
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

選
挙
で
は
複
数
の
争
点
は
問
え
な
い
。
消
費
税
増
税

は
言
う
ま
で
も
な
く
必
要
な
の
で
、
消
費
税
増
税
の
是

非
は
総
選
挙
で
問
う
の
で
は
な
く
、
歳
出
の
規
模
や
歳

出
の
構
成
を
争
点
と
す
べ
き
だ
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
第
２
次
提

言
」
公
表

―
解
決
す
べ
き
３
つ
の
重
要
課
題
提
示
／

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
持
続
的

経
済
成
長
、
国
際
社
会
へ
の
貢
献

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
力
が
大
き
く
毀
損
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
政
府
は
、

年
末
ま
で
に
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
の
「
基

本
方
針
」
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
の
基
本
的
考
え
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

経
団
連
で
は
、
７
月
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す

る
第
１
次
提
言
」
を
公
表
し
て
い
る
が
、
以
上
も
含
め
、

今
後
の
政
府
の
検
討
に
産
業
界
の
意
見
が
十
分
反
映
さ

れ
る
よ
う
１１
月
１５
日
、
あ
ら
た
め
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
関
す
る
第
２
次
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

政
府
の
検
討
に
産
業
界
の
意
見
反
映
へ

■
当
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

何
よ
り
も
最
優
先
す
べ
き
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
の
収
束
で
あ
る
。

今
夏
は
、
各
地
で
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
た
た
め
、

停
電
の
回
避
に
向
け
、
企
業
に
は
非
常
に
大
き
な
負
担

を
伴
う
結
果
と
な
っ
た
。
今
後
も
電
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
こ
う
し
た
状
態
が
続
け
ば
、
国
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
国
内
産
業
の
空
洞
化

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
先
般
政
府
が
発
表
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
安
定
行
動
計
画
」
に
関
連
す
る
予
算
措
置
や
規
制

緩
和
を
着
実
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
地
元
自

治
体
と
の
信
頼
構
築
を
前
提
に
、
定
期
点
検
終
了
後
、

安
全
性
の
確
認
さ
れ
た
原
発
の
再
稼
働
が
重
要
で
あ
る
。

■
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方

わ
が
国
の
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
�
国
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
�
持
続
的
な
経
済
成
長
�
国
際

社
会
へ
の
貢
献

と
い
う
３
つ
の
重
要
課
題
の
解
決

を
目
指
し
て
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

以
下
の
４
つ
の
柱
が
重
要
に
な
る
。

�
柔
軟
か
つ
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
計
画
の
策
定

将
来
の
技
術
開
発
の
見
通
し
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
等
に
つ
い
て
は
、
不
確

定
な
要
素
が
多
い
。
そ
こ
で
、
現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
源
の
構
成
に
つ

い
て
詳
細
な
目
標
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
幅
を
持
っ
た
柔
軟
な
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ

る
。そ

の
う
え
で
、
原
子
力
を
含
め
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
選
択
肢
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
、
リ
ス
ク
分
散

や
資
源
国
に
対
す
る
交
渉
力
の
維
持
・
強
化
に
つ
な
が

る
。

�
安
定
し
た
電
力
需
給
の
実
現

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
震
災
に

よ
り
毀
損
し
た
ベ
ー
ス
電
源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
原
子
力
は
、
わ
が
国
の
電
源
構
成
の
な
か
で
、
こ

れ
ま
で
ベ
ー
ス
電
源
と
し
て
基
幹
的
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
政
府
は
、
原
子
力
が
今
後
と
も
一
定
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
、
国
民
の
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
普
及
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
、
自
然
資
源
の
有
効
活
用
等
の
観
点
か
ら
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
風
力
や
太
陽
光
は
、
コ
ス
ト
が

高
く
出
力
も
不
安
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、と
り
わ
け
短
・

中
期
的
に
ベ
ー
ス
電
源
等
の
役
割
は
期
待
で
き
な
い
。

将
来
的
に
基
幹
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
技
術
革
新
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
当
面
は
、
化
石
燃
料
の
役
割
が
大
き
く
な
る
こ

と
か
ら
、
官
民
協
力
に
よ
る
積
極
的
な
資
源
外
交
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
促
進
の
た
め
、
省
エ
ネ
製
品
の
開

発
・
普
及
に
向
け
た
政
策
支
援
も
必
要
で
あ
る
。

�
技
術
を
活
か
し
た
国
際
貢
献
の
推
進

わ
が
国
の
化
石
燃
料
の
高
効
率
利
用
技
術
の
海
外
展

開
に
、
官
民
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。原

子
力
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
事
故
の
教
訓
を
活
か

し
て
、
世
界
の
原
発
の
安
全
利
用
に
貢
献
し
、
地
球
規

模
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
温
暖
化
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

�
温
暖
化
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
体
的
推
進

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
と
整
合
性
の
と

れ
た
か
た
ち
で
、
わ
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
中
期
目

標
を
見
直
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
企
業
か
ら
研
究
開
発
の
原
資
を
奪
う
地
球
温

暖
化
対
策
税
の
導
入
に
は
反
対
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
の
設

計
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
生
活
や
事
業
活
動
に
過
度
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
「
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実

施
状
況
調
査
結
果
」
を
発
表

経
団
連
は
１１
月
１４
日
、
２
０
１
１
年
１
〜
６
月
実
施

分
の
「
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
状
況
調
査
結
果
」

を
発
表
し
た
。
今
回
の
調
査
結
果
は
、
�
７
割
超
の
企

業
（
７２
・
３
％
）
が
、
主
に
「
企
業
業
績
」
を
考
慮
し

て
賃
金
を
決
定
�
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
厳
し
い
状

況
の
も
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
企
業
（
９９
・
４
％
）
が
昇

給
を
実
施
�
賃
上
げ
の
状
況
（
６
０
９
８
円
、
２
・
０１

％
）
は
、
前
年
を
若
干
上
回
っ
た
も
の
の
ほ
ぼ
横
ば
い

な
ど
が
主
な
ポ
イ
ン
ト
。
調
査
結
果
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

１
�
賃
金
決
定
に
あ
た
っ
て
主
と
し
て
考
慮
し
た
要
素

賃
金
決
定
の
際
に
主
と
し
て
考
慮
し
た
要
素
（
２
つ

回
答
）
の
う
ち
、
こ
の
項
目
の
調
査
を
開
始
し
た
２
０

０
９
年
以
降
、「
企
業
業
績
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
お

り
、
今
年
も
７
割
超
（
７２
・
３
％
）
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、
昨
年
ま
で
２
番
目
の
「
経
済
・
景
気
の
動
向
」

と
昨
年
ま
で
３
番
目
の
「
世
間
相
場
」
の
順
位
が
入
れ

替
わ
っ
た
。

２
�
昇
給
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
状
況

「
昇
給
実
施
、
べ
ア
な
し
」
と
し
た
企
業
が
９６
・
８

％
（
前
年
調
査
９１
・
２
％
）
と
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

「
昇
給
・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
も
に
実
施
」
し
た
企
業

２．６

％
（
同

６．７
％
）
と
あ
わ
せ
る
と
、
昇
給
を
実
施
し
た
企

業
は
９９
・
４
％
（
同
９７
・
９
％
）
に
も
上
っ
て
い
る
。

今
年
は
春
季
労
使
交
渉
の
集
中
回
答
日
の
直
前
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
多
く
の
企
業
が
大
打
撃
を
受
け
、

厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
た
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
企
業

が
昇
給
を
実
施
し
た
。

３
�
賃
上
げ
の
状
況

昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
合
計
し
た
賃
上
げ
額
（
６

０
９
８
円
）
と
賃
上
げ
率
（
２
・
０１
％
）
は
、
わ
ず
か

な
が
ら
前
年（
賃
上
げ
額
５
８
３
２
円
、
賃
上
げ
率
１
・

９０
％
）
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

賃
上
げ
率
の
推
移
を
み
る
と
、
２
０
０
０
年
以
降
、

若
干
の
上
下
は
あ
る
が
、

２．０
％
前
後
と
い
う
傾
向
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。◇

◇

◇

同
調
査
は
、
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
状
況
を

把
握
し
、
今
後
の
賃
金
対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
に
１

９
５
３
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
、
経
団

連
企
業
会
員
お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
１
９

２
１
社
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
４
８
２
社
（
製
造
業

５３
・
３
％
、
非
製
造
業
４６
・
７
％
）
か
ら
回
答
を
得
た

（
有
効
回
答
率
２５
・
１
％
）。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

― ２６ ―
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社宅UR
営業推進チーム 

一
一
月
一
六
日
〜
一
月
一
五
日

◆
一
一
・
一
六

埼
玉
大
学
と
の
合
同

特
別
公
開
講
座
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
七

南
部
地
区
協
議
会（
シ

グ
マ
光
機
�
・
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
）

◆
一
一
・
一
八

第
一
回
人
事
労
務
委

員
会
、
第
三
二
次
小
笠
原
洋
上
研
修

第
四
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
一
・
二
二

中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
五

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
九

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
六

企
業
グ
ロ
ー
バ
ル
化
支

援
セ
ミ
ナ
ー
第
二
弾
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
二
・
七

正
・
副
会
長
会
議
、
理

事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
二
・
一
六

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
一
一

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
も
本
稿
の
ご
笑
読
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
さ
て

辰
年
の
「
辰
」
は�
振

る
う
�
の
意
味
を
も
っ
て
お
り
、

陽
気
が
動
き
草
木
が
伸
長
す
る

状
態
を
表
し
て
い
る
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

昨
年
の
よ
う
な
大
き
な
天
災

事
変
が
起
き
た
り
、
デ
フ
レ
で

景
気
低
迷
な
ど
か
ら
脱
出
し
、

明
る
い
元
気
な
世
の
中
に
な
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

▼
日
本
で
最
初
に
「
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
」
が
故
郷
で
は
行
わ
れ
る
。

雪
の
中
を
駆
け
る
の
も
実
に
面

白
い
も
の
で
、
こ
の
行
事
が
終

わ
る
と
氏
神
様
や
先
祖
の
墓
を

お
参
り
し
て
、
新
年
を
各
家
庭

で
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

各
地
域
に
は
特
有
の
郷
土
文
化
が
あ
り

故
郷
の
文
化
は
「
鮭
文
化
」
で
あ
る
。
ど

こ
の
家
の
食
卓
に
も
鮭
や
は
ら
こ
が
並
び

三
が
日
に
は
欠
か
せ
な
い
食
べ
物
と
な
っ

て
い
る
。

▼
「
日
本
人
に
は

伝
統
文
化
が
育
ん
だ

奥
ゆ
か
し
さ
」
が
存
在
す
る
。
と
い
う

記
事
を
読
ん
だ
。
ま
た
、
民
族
衣
装
の
着

物
か
ら
「
着
物
に
は

不
自
由
な
美
し
さ

が
…
故
に

無
駄
の
な
い
動
き
を
」
と
も
。

確
か
に
着
物
と
洋
服
と
で
は
動
き
に
雲

泥
の
差
が
生
じ
る
が
、
そ
こ
に
着
物
の
面

白
さ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
お
正

月
位
に
は
着
物
を
羽
織
る
の
も
け
っ
し
て

悪
く
は
な
い
。

そ
こ
に
は
着
物
を
身
に
つ
け
て
み
な
い

と
分
ら
な
い
文
化
�
学
習
が
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
？

▼
学
習
�
判
断
と
す
れ
ば
、
面
白
い
判
断

基
準
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
。

�
現
時
点
で
、
過
去
を
明
ら
か

に
し
、
未
来
を
考
え
る

�
過
去
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
現

時
点
と
未
来
を
考
え
る

�
現
時
点
の
み
を
、
真
剣
に
考

え
るさ

て
、
あ
な
た
な
ら
ば
ど
の

様
な
手
段
方
法
を
摂
る
だ
ろ
う

か
？非

常
に
難
し
い
判
断
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。
�
は
良
寛

和
尚
の
教
え
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、「
今
を
精
一
杯
生
き
な
さ

い
」
と
い
う
意
味
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
い
。
修
行
を
積
む

�
完
全
に
澄
み
き
っ
た
心
境
に

な
る
と
、
過
去
に
も
未
来
に
も
こ
だ
わ
ら

ぬ
よ
う
に
な
る
と
悟
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

・
良
寛
和
尚
の
詠
ん
だ
和
歌

『
さ
し
あ
た
る
そ
の
こ
と
ば
か
り
思
え

た
だ

か
え
ら
ぬ
昔
知
ら
ぬ
行
く
末
』

▼
過
去
の
失
敗
や
未
来
へ
の
不
安
な
ど
を

思
考
の
対
象
外
に
お
き
た
い
、
と
い
う
逃

避
の
発
想
を
す
る
の
が
通
常
の
人
間
か
…
。

事
業
だ
よ
り

第１８５回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

― ２７ ―
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★
第
８
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１
月
１７
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

演
題

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
フ
ォ
ロ
ワ

ー
シ
ッ
プ
へ
〜
部
下
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
最
大
限
に
引
き
出
す
組
織

論
」

講
師

前
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督

�
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
コ
ー
チ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

中

竹
竜
二
氏

★
第
２５
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

日
時

１
月
２０
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

基
調
講
演
・
事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

前
尼
崎
市
長
（
現
グ
ン
ゼ
�
取

締
役
）
白
井

文
氏

事
例
発
表

�
�
亀
屋
営
業
部
第
２
グ
ル
ー

プ
長
Ｐ
ａ
ｓ
ａ
ｒ
三
芳
店
店

長

神
田
知
永
子
氏

�
�
コ
ー
セ
ー
狭
山
工
場
検
査

課
原
料
バ
ル
ク
検
査
係
リ
ー

ダ
ー

足
立

愛
氏

�
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
�

人
事
総
務
部
人
材
開
発
担
当

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

内
橋
洋
美

氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
６
日
	
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３

内
容

講
演
�
「
限
界
が
近
づ
く
日
本
の
財

政
〜
日
本
の
財
政
・
社
会
保

障
の
再
生
を
ど
う
進
め
て
い

く
か
？
」

講
演
�
「
納
得
性
を
高
め
る
人
事
考

課
制
度
」

講
師

�
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
准
教
授

小
黒
一
正
氏

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
・
人

事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

吉
田
純
一

氏

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
７
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

内
容

講
演
�
「
日
本
経
済
の
再
生
に
向
け

て
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
構
造
改
革
の

推
進
」

講
演
�
「
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
動
向
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
に
あ
た
っ
て
の

留
意
事
項
」

講
師

�
城
西
大
学
経
済
学
部
長

安
田
信

之
助
氏

�
埼
玉
県
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

武

城
文
明
氏

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

会
場

�
丸
広
百
貨
店

内
容

講
演
�
「
超
円
高
に
今
後
日
本
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
」

講
演
�
「
事
務
部
門
の
生
産
性
向
上

施
策
・
交
流
会
」

講
師

�
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理

研
究
科
准
教
授

小
幡

績
氏

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
・
人

事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

吉
田
純
一

氏

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
１５
日


１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

内
容

講
演
�
「
超
円
高
に
今
後
日
本
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
」

講
演
�
「
経
営
計
画
と
適
正
賃
金
決

定
」

講
師

�
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理

研
究
科
准
教
授

小
幡

績
氏

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
・
人

事
賃
金
セ
ン
タ
ー
参
事

平
田

武
氏

★
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講

座
日
時

２
月
１３
日
	
１４
時
〜
１６
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

演
題

「
は
や
ぶ
さ
、
そ
う
ま
で
し
て
君
は

〜
生
み
の
親
が
明
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
秘
話
」

講
師

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
機
構
）

教
授

川
口
淳
一
郎
氏

★
経
営
者
の
た
め
の
法
人
税
制
セ
ミ
ナ
ー

日
時

２
月
２２
日


１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

講
演
�
「
復
興
増
税
及
び
平
成
２３
年

度
改
正
積
み
残
し
項
目
並
び

に
２４
年
度
税
制
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
」

講
演
�
「
海
外
進
出
に
係
わ
る
税
務

上
の
留
意
点
」

講
師

�
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
パ
ー
ト
ナ

ー

税
理
士

遠
藤
達
也
氏

★
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

日
時

２
月
２７
日
	
１６
時
〜
１７
時
４０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

演
題

「
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争
戦
略

〜
優
れ
た
戦
略
の
条
件
」

講
師

一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研

究
科
教
授

楠
木

建
氏

★
埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座
第
４

講
日
時

２
月
２８
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

演
題

「
今
後
の
世
界
経
済
動
向
と
日
本
経

済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

相
澤
幸

悦
氏

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
６
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

基
調
講
演
・
講
義

平
成
二
三
年
一
二
月
現
在
の
「
会
員
名

簿
」
が
完
成
し
、
一
二
月
中
に
会
員
各
位

に
お
送
り
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
同
名
簿
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
同
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
あ
て
に
お
知
ら

せ
頂
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
玉
音
協

♪埼玉音協主催
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平成24年3月2日（金）
18 : 30開場 19 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
＊�埼玉県経営者協会会員様も上記会費にてご購入いただけます。
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。
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